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喜警 量言 ι とれまで) ~h 滋子十;初 :\þ ， j;t;)Î，，!t/下旬で災i弘し "rùt二 iN i'fltlζ[却する災弱食品1、来ぞ nl~η:.+成

分分析各行い、下村のmi会 iC Jí:;' じた術移IXう'j;を試のた。分析は特性似のみ合せを変え T Case 1 

から Case G ~t で 6 りおし特Y!C{/(G心事11 み f??せによる制緩 rx 分奇心街 t3ぷび医分約皮CtMお'J>5分そ行

v たlI !ji/)品J煎のまとまりrJ)iY泣)の比較を行うととも lじ -"I~製材 ~i;;~! (.p;, --F素材という) ，合板十)，"，

ぺ YレプJTl材およびフ γ イ){--，F…ド刊として料を不li Jiiずる場合の制緩以分の ιíJ1;主主1.ぞ検討したの

付として必を手1]ITj せる Jt~ 二、の羽j\í: 長;:f/i O).....v郎である材の R@~I女 L もしくは終 I1大)\[)， 1t占最終， ;[[j 

jJi'l'L fÌ!(i十L 4;Z車 ì ， Ø松 y!z. 等についての約付'J:CZ分 i 立 Case }あるいは Case 2 ずかなり群行なよくfJう

ととがと長るの Case 1 において絞り i'.げた抑制jぱは，浴!fült.お:Iiじjft水;1;;，以前i.ì')，ち /_y}立~寺綴校総

本， /ÜjY:Tヤング係数， 11!1 げ5tH (手，かたさ~ ijt伐~wtHi;\]! て手燥によるおちとみのrlr;t)、 t:J]自1;における

切ì~rj祇Jん耐朽ら干の1.1特'~Hi'討である。 Case 2 では 15 特'fil'li古与を JJS( りとげたが， )#;本的 lと (ì Ca附 l の

湯舟とほとんど絞らず， 強Ilt関係の!)，!i'~; 備をifU!ll した以外に 293 の特悦ilJl(の入れ得λをねった。 i
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土|しでは Case ')である料!支までfî 弓ことができる。

l式 し 1J~' き
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qEj:P 寸でに.1.". CAILLEZ と p， (~UENEAU によって， マダガスカ いて*iI合されているが27)， 太郎
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2. 主成分分析

主成分分析i:1d土多 1}kのデータを，主裂な総合特ヤ:!~{j[~( <~二求めるととによりヲその特設を犯保 L.，分約寸る
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，~。
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Table L t 成分分析を行なった樹料品
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50). ゾ廿モン (501omon 1 ぉlands) ， N、 G，ーュ ギニア(おew Guinea). Kal.プi ')マンタン CKalimant制。‘

c剖礼カンボジア (Cambodia). Phì. ブ/. 1) ピン (Philippines). MJ干に才ヴ 1ノ (MaJaya) ， 5ab. ザパ (Sabah).

Swk. サァワノi (Sarawak) , N. Z，エコージんヨソント、 (New Zealand) , 5m\. スヴトラ (Sumatrθ) ， Bma，ピ

レマ (Burma)ι
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初期示、 IJく ïFるら tLirt\ C'z;L'! iF , 木材の:1.&礎的 1';'似おに間缶、1>] 1自 j る判 LL-il九(総与rni ， Ujn!JfKíl((~ ，':l))! 

，1'.1 こすô-U0~fYjとがのケ仁去にrJfn".~r ) 片， jなり{げた ψ c時む 2ωiL1fyi 立 Cas位 i で J1Y:た料、イ夜以外に，

あるか.も l二:〆二十、竹を付として j、I!H す石九.~(': cD Jt J 式、/，J' (/)治汁会ィ j、ぺたものじas(:;にもので，

じas巳 B "C(' ヱ~ I:::.i [_..プ Jちるし刈立ノノノーイノミ -;1手f よび/\'/レゾ f~ ムして ωぐれJ もあ :b→J ーとイ j 勺/.: ,; 

ド工事ぷ初任しpて 1、IJyn ずお湯(、の i邸付!)(:í)な検討 J ノょうとし允も ωア I "'二討の 4弘前u仏終 i己決!する

リグニン木村oYL銀成分;と関ずるお試(却とjレロ，ス fk :BL:h'jH 総 (織f.}tr~1 主主討， 長Ji H包 λi訂正正)，
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;髭)， t由t!1成分 lこ段jする年金↑判長(エーテ))/および全十111/1'，設)，ノ{}レソ。あるいはファイパーボー F製 1与におけ

ブ了メバーロ…エf!lE， (.1 fι度，パルプのiむJî%~ き G!i~ さ，収率 lと関する特性悩(パノレプ収不，る

一uグ分村í '!i::'h'-) !て。lliIげヤング係数等の糾iH'I.itえを成ボ， ドの l揚げ強さ〉および容絞乱状執行ヰ〈ヲ

Case 4 では，木材の九~{泌がJな 'ì!b'lを;ïくす特性{えのみそ取り仁げたもので，桁材任手1j月!していく Lで。

した〉この場合， l!)Zり…[らげた特tt1i!11主木村のもっ

とも占L礎的なfL:'ëiをつlす浅漬郊の他l乙予 主材の変75に隠 F る特 tkiúiL i]{[Uえに|業!すど〉持 U:.f!Jl，級品(1 ノ ζ 関

する特性11車、木村の…t~成分 lこ[到する特性 11!'I ， JJIIU r&分 Jと['，[1ずる特性イlうなどであるつ

C旦se 5, 6 では， 主に1>，1反用材として}十4i宇村を平ljJおする場合の樹事n (，ご上る製λ与の~Iíめをあるいは公社くfFl

村としての溺十i 手首検討したもので，木村の強さあるいは変J\;てらに!支J~r る特 H:1iムの{也に， l\q互切射性、乾燥

は， Case 5 で取り iニげた特VL Ii{til:，後者性J，fi合板製造』こ関する特性{tI'Iを取り上げた。 Case 6 

dく位協~J 係の特約!&[s;加えた。

泌総~6j:与Table 4 (こ各 Case の分析で十時られた第 1 主成分から第 41今成分まごのlêlfrí政(入入得出〉札

:.l.L lil� Case とも設も ?，}Ij.;札烈ltn~r'j 4I;立!日i くあらわれ9ネをjJ-~ す" Cas巴 1 tJ ぷび Case 2 

成分まだの栄都'421チ右手〈は 8096 限度，つまり !í{~ 8076 の情報がtkめられているこ l ♂がわかり p かなりおい|出

とあるといえる" jiJj じく第 3 主成分までの主主総;年与率モ Case :V~Case 6 についてみると，いすれもその

Case 1, 2 ((:1色収してやや j島、悩になM:iC大沼はみられず，がJ 6016 の!u'Iそノj、しており，

との場合~ tf:う 1 J'JJx分に対する日f'}~やは élO?o ,,4051) -", Case 1, 2 における 6096 近い窃与本lζ出絞して

Cas己 1~ 2 ，)こ Jj)i唆して )1);，')くあらる ';;jl}Wf 立が-) 205をJ で pj_~~と;ゎ zはるかして低し、 ill'î ir なるがp

オオしている。

fable:l t成分分析のために取り Lげた特ìiJ Ul

Variables sele正:ted for p , C. A. � each case 

r.í己 LJ
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ず~ ;f員長:

伐材な李総最

初期合;)'(中

村1 万 11:'IJ 収縮率

l!Z 縮 5空会 jJむ万A 皮 (TI尽R)

状 将綬総j討{ i.*与主(仁T十 E友主〉

千{ 1杉jl{ II又 荷桁桁Î'I ヰ

ヤンクグ乃係努数(E (安気t車乾?乙" 縦的;Y)

1II1 ;ず強さぴ(~之、乾，縦 [ill げ)

σ /l~: (>B:lら誕'üiillヅ)

圧縮 0&1 � (tm (新Jt 方 11\1)

1fr教 Il!J げ 1以 IfZエネ jレギー

せメ，滋r î]金さ〈椛 BriiD

かたさ(絞自 11n)

ヤング係欽 Eノ C1:村，横 ~J)

Fグf〆'!Ef (ο"〆t

i滅J裁&総絞1t 交鈷皮
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tl U 
V;Jr.iabJ巴

tt (よ

反対(rj)

紙社と
川t

'i'i-[j 

制パ

部一色ノν ';'-J. ス火、 ~Jj

lJ グエン rぷ ;Li

j二~内 i- JV ,J'[[1 U..rr Jk 

，\:トン HHtl\ 捻

\トサン ]1 ↑l 山

メァ/ '~11!;iU 

,!: 1,11 "話

会わ11 );: 

与[!日〈社iH>

:乞ル，'i l r もなう出!日1 交形{心 i み)

イウ C1YH, 二L l) γ 〕

レJ )1'( jiC 0;] h、 リロり

、十 i. 1日ド，1

111iJ t'J 11 (カワラタケ〉
点''!;Ij才 Iノ

'I.}.ι お

ヒム 7 

弘 (半以)

11 し、 <!ìî ザ'1.)

/J リj'" J

ベ1\<不 〈に;;~，~!~ (1 ノぐルプ)

iニ T，

1l:, ';1 

X 
、i

z 
A' 

お f

D ノ

tず 山、/

G' 

11' 

1 , ¥ 
¥ 

l、/、ム\ノ

K \〆)巳

M' 、ノ

[守 J

U' 

pl 

Q" 

[ミ

ら'

A : Apparent specific gravity ;n OV011 dry (g/cm 勺， B: Bulk dcnsity in green we1ght and volume (g/ 

cm 3 ) 、 C : Green moistureωntent (%), D: Axial shrinkage (%に β 、 Anisotropy of shrinkage (t!r) , 
F : Shrinkage (レー r) (5ぢj， G : Volumentric shirinkage (Sわ)， H : YOUNI/品 m以.J u 1us in bending , paralle! 1.0 

graìn , a� dry ( .l. O:'lJ_， g/cm勺， 1: Modu]us of rupture in hend i n日， paraJJと 1 to grain , 3ir dずy (k g,/cm 2) , 
J : }Vlodulus of rupture/YouNくr' S "IT.wdulus , in bending~ parallel to grain , 加で dry ， K: (二ompγ。ssive strength , 
parallel to grain (kg/cmり， L ; Absol'bed energy in in ょ pac十 bendio呂 (kg l' .m ，/crn 2 )) Ivi; Sheaγlng stren日 th ，

radial surfacc (ιg!c.m 2 )1 N: HardrH.'ぅ SS~ 1.3 ng玉川t.ial surﾜ'�ce (kg/叩m勺， 心 、 YOU ,NC/S modul_us in bending, 
perpend村川町 to grajn~ greel1い](ドkg/CJUり， p : ModtJ1us of rupt1.lre/YoUNG'S rnzxlulu5 , 1n bend 、 ng守口町内

pcn仁licular to grain , greenj Q ; Intcr]ockcd gta�:n (%)) R ; V/ater abSofption , end 柑ctiOJJ (g/24hrs叫";m2 ) , 
S ; vVater absorptioTlJ tangenhal s~:;ctjon (宮 /2，1l1fs~cm2). T; Fiber leれgt11 (mm) , U: Fiber widt11 (p) 、

V 、じe11 wall thickness (ρ) ， W: ペじcllulose content (タ16\ X : Llgnin C(Hll{';Tlt (ヲ~)， Y ; SolubilHy in ether 

(手伝)， Z : So]ubility in ac，寸 one 伐j) ， A' : Solllb匀ity in H'fwxan Cqó) , B' : So�bility in methanoJ C鰐)， c' ‘ 

SOlllbility in hot watcr (お)， D' ; Y! +Z+A' 十日干~( ; Drでy- i， ng t 1rnぞのf 27mrn thir:kness lumber (day) , :W 
Defonnati� by �ying (grade 1"-..."; 人 G' ; Bl.ock s]H:;ar :)tren 再 th , ure 丘 re~jn Ck 符 /cm:ì ) , Hl ; C沿1ηlttμ1口川T口:宮 f ο rce 

i.n longí討t
We引ight 1053 by Cοωアfバ'1ωiυ)[臼u川S {i(.'}幻り? 吋〆οo!oω)' ('芦96の)， K': Dコepth of lathe che剖ck_ (げfりf6心 L': Qua討lit勺y of v引e毒mη恥記剖h刊叩er suげぞばf恥、G

(詰ra.dε1"<，η) ， J¥..1f : Dryin.g tlme 01 ,1r.nrn thickn('ss veneet‘ (rnrn '!‘ N' : Stacki� he�ht of 60 sheet of veneers. 
of "りcrn ち司 ，WX{' (crn) , 0' : Glning ratio o� shear strength ()f species to thar ()f R('(ト Jauan (Sh(w(:a 'neg. 

rOSf I1 S!S) , p' : Yield ()f unbleached pulp (労)， Q': Roe- r.nnnbeτ ， w: nr;日以問問。f unbleached pulp, S': 
Tear .factor ()f >HlhleiJ.ched p111p, T' : Bending strength of fiber board (kg九コTl 2 ).
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Table 4. 各主成分lζ立すする u~jtJ総，三iiJ::}ネおよび主 ({iI寄与ネ

Eigen valu邑， contrﾌblltioll and cllU1ulative contributioll ior each co日l.ponent

C丑se

[81 干í Irが

~~) らA ヰミ ()ぢ〉料

緊放寄与率(お)*榊

11',) 干ミ !itl[ 
2 1口:f i子 本(タb)

累積寄与本(%)

阪 fヨ

3 同4白J 与 ネ(%)

J~ も!i ~t -43~ ヰ; (96) 

間 有 f[1¥ 

4. 二I 饐 本 (9t;)

議定;寄!寸ネ(%)

民3 f守

5 羽子 !.}, ネ〈浴)

;t,i; ;l'ft 苦手 JJ ネ (免;)

tD:1 手j fi立

む è,{J 
ユ :ド(%)

累積;;{ Jj齢不(%)

* Eigen value 
*場 CüntributiO!l

ネキ* Cumulative むontrib日tion

(1) Caω1 についての分析結果および考察

三五 (立 4ノj、 Component 

Zl Z2 Z3 

6, 253 1. 312 1, 019 

~)6; 8 11. 9 9.3 

:�6.8 68.8 ム/8.0

8. ヲ91 l ‘ 46~ 1. 0.:34 

5ヲ 9 9, 6 6.9 

59?9 も可‘ 7 � 一 闘 O

4.343 2, 533 2. 13~.) 

29.0 L6.9 H.2 

29.0 45.8 60. I 

5. 499 3.013 1. 6:22 

34‘ 4 18.8 10.1 

34.4 53. 2 も 3 ， 3

7.046 3.034 1, 648 

39‘ 1 16.9 ひ~. 占っj 

3仏] と1己.0 6J.2 

6. 146 1. 203 i , 863 

~)O ， 7 フ1， 0

30. '� 。 1.7 61.1 

Z4 

0, 794 

7. ;乙

85. ~~ 

。‘ 84S

c' , 6 

8;よ 2

1.276 

日‘ら

68.6 

i ‘ 3b9 

討 .S

11.8 

1. :349 

7.5 

‘も

1, 602 

80 0 

69. 1 

Table 5 iご Case 1 で取りい1tこ 61 樹磁の各特'ttf立に対する平均(位、 襟i1f'，偏認を守 Table 6 iCI日j じく

Case 1 で取り上げた4\'1 淡ft在日立の相関係数告示す。 給関係数が特{と l~~~j し、{えをノ'j，す場 h'~丸 干手続、 \ji， IHJ げヤ

ング係数，的 lデ生it さ，かずござの込特性 11在 iiJJで p いずれも 0.9 以上の総会示、す。 はお‘~手続蕊と

の栂関係数 fj: O. 702 でやや出、しゅ"ノドけの変形fζi認する特性1[[ご考えられる収縮]~l~)il室(町民〉，乾燥lこと

もなう断的{変形(以下おらこみという) I主的のし、かなる特tl.fl立に対しでもかなり低い相関しかノふさない。

Tabl巴 7!と ?H 1, 2, 3 る谷4'守 tt{lll.、 Uル!!11fベクトノレを， F刕. 2 Iこ ;:[ll (Zl)" お 2 (Z2) j~ fJ見

分， 第 1.. 子\ 3 (Z8) Jミ!五分lζ ì:-jし C 取り上げた 11 特性 ilirがどのようなí4lみで関与しているかそみるため

に ， iむ…み総1 ， ZcZs 車~Iiζ対して凶 1171荷揚 (4寺f!I:úi(とみ主成分ii日の制問〉会プロットしたものを/いれ

これらのお島県から， ，~q 主iJ長うtiζ f:きく j濁らもしている Wl(惚1l主としT ， ~:;;.fkïfL 1111 げヤンク 1糸安心 111 げ強

さ令かたさミ与が挙げられ，いずれも!日有ベクトノレは!とで 0.4 近し、偵を〆j付。また， 乙オしら 4 特JtlJA 立!日]OJ私 j

l建設ミ数はがj述のように O. 宮以 i二の高し吋直がf};J ら才L，いずれも次紛の強にすに関係する特性俄である c ::.f.~:2二t.

成分に大きく影響そ与える J見 tH症!としては収縮奥~jjl5芝~ :f..f.積l以給率， おちこみがやげられ， ぞれらの邸

有ベクトルは~玉、縮B!~.Jf段:の場合魚， おち「みでは ï.[(となるがp 共巡するがI:J~ として木材の変



ふEI必分分析による Ivh'fは心1消，Lií:>こ ，1;6， L~t，よいj主iiL<う(ぷU! ・ A< ド)

'fable 5. Case 1 における特 tt1ltlO) 守i.jL!1IU およ乙、深努1iiii/i'
Me乱11 value and stand品rd deviatio11 for each variable in Case ] 

{時 ト叫平ean均va他lue Var僘ble 

吃L 程i 主役(会乾) A 0.60 

初期-(:'!ì /J<. ~tl c 89. も

収納]!\} )f lrt Cf!R) 06 

議!/i 1以前i: ネ 心 1::. 17 

l!l!げヤング1i;1iY E (縦) まま

Iltl げ強ウ σ 〈縦)

"fJ、A ?と ，、\、 N dハ 町ハ

乾燥時!日j (阪本ぜ) 12, 

1名激 もなう断1m変形 F' 3.U 

l;Jj iJrJ .Il~ 11' 乙

i:l曻 FtvつG tt (j; '7 j タケ〉 J / 6.4 

'1、able 6, C乳se 1 \C おける特十1.111'[初の tjjllìA

c口rrelatîol1 ul乱tríx of variables 111 Cas日 1

Il:Z lfii 1M. )j )支 (TjR)

乾燥11年 IH1 (仮 1寸〉

T計)1ε7. 対する ;"6! 向ベクト Jレ (C初日1)
Eìg日11 vcctor '[or e乱c11 vari乱ble in Case 1 

午J tt 他
Variabl日

工社h三 iなぐfh!:な1

PJ J)] ;f(キt 吃éJピ)0 。 1

収縮 1N:- ノIj i:[ CfjR) E 口、 090 、 Jl.v札、 uιY 

'{j. 渋 )1ぇ総本 心 ('. )(l9 。，訂己記

J�l VFヤング係書Í( E (縦) H ()、， '内3 むよτ> 0.0 lfl 

l!il げ r)~t さ σ(縦) I 0 , 383 ハ、!，ハιJ ベ、J ノ

か 3み ミ トJ 0 , C-b8 ~ G.l!;? 

乾叫ん H ，~j; j L¥J (似料) U，ら 。内1. 98

乾燥?とともなう新 ríIÍ ，l'i:J[; .F1 'i.:l S9:J 

w 時IJ 抵抗 H! 0.289 O. ]()l 

i制桁性〔カワラタケ) - 0.222 0.332 

0.20 

I~O ， ι 

。内:J?

()守

ぷ(}. / 

，374. む

1, 7 

O. ?{j 

6, 6 

0,1. :-)0 

… f入

。

O, lU 

()‘ 17 ,+ 

り， 283

C\, 1 <12 

- ()唱がお

()， 14 ヨ

(入 ~'j!):j

67 マ♂

G 
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j仰と関係している特 u 他だと吟えられるつ部 3 友成分 lと対しでは，むく市1[;以)[líL おち ι み?目Ti 朽J践の影響

が/くさいが， とれら 3 特十!i: {ii'[(こ Jtj辺する必ii;f~ づ、十を fJ-' う二、心は， 'f/s!ßI~とあらわ cj-

持 ttfii'ïではないこともあり，民主である c

Case 1 で次り i げた 61 樹穏について component scor日そ;R :có ， 1 (Zj) ，ち; 2 (Z2) t_ ljjとうj'W.rB \こ対

-t6 !技寸j'J):<;]ノt)f~ したのが) Fif耳、 3-- 1， Fig_ 3-2, Fig. :3:3 である。

ロンリヤン (52) が合体からぐ号制れたはこソ。ロット;されているが， これは限立 L 12 は，/crn;J)t

戸，~­

/ 

て

OC 

〉十〆;入/ O.T I 〆
「

-十一す Ov 

I!  0 
I / 
1 / , 0 ' 

~-し//\\~上
Fig , 2 J二l!:òf (Zl , Z2 , Zs) !: Ll,:! � 糸川憶の関係 (Cas己 1)

Relation bεtween principal component (Zl, Zz, Zs) and 
loading ﾚlctor (Case 1) 。

:-s村'iti直 VXJ する l~l_~ 日 l 立 T忍bl" 3 i(_ ;j 、ずっ
Symbol for var礼ble was shown � Table :3 , 

12 

LaSθ1 
強 11史材 CHigb st印ロgth)

開 38

l\f 軟 1寸 (Low strength) 
ホ 42

(Low durahility) 
35~ 38, 54 

(Low gluability) 
10, 13, f�() 

(Large derormaｭ
by dry�g) 

* 1, 19 
稲、が大 (Large shr�kage) 
ホ 21 ， 22 , 80, :32 , 36宮 40

ハジループK合めるベムてである

が，ばずれている相応(似泌
治げ， Table 1) 。

Although the following 
spec�s (Species No_ , Shown 
in TahJe 1) should be eom,­

prised in the group, they 
were oot comprised , 

村昌グノレ ノ。に~A-めるべきでない

カfs fk まれてし、る十。

Althongh the foHowing 
speciεs shoukl not be comｭ
pr�ed io the group, they 
were compnseι 

Fig_ 3 1 Zl-Z2 !Idliと対手之、対科のj災市!と宅1 (Case 1) 

SじとütEぅ r diagram ()f wood species for Zl-Z2 plane (Casζ， 1) 司
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(See F�. ;;1 

むさはだ1、[ミ<，Lüw (1'問 lily

01 'vcneer sliffa r:.ぞ

ネ 1) 5, 5H, 63 , 64 
水泳 》。

れくるし、 J.， (Large ¥lvarp ot 
dried 'veneer) 

ヤヤ '7, 47~ 38 
取引オLヰ勺1< (Deep la the cb引;ki

が 7 ， !), 44 , G~:. ， 59 , f,L 64 

性不良 (1.ow gl¥lability) 
~ ')() 

~:~ 万米; Fi必 3 

村しつけ ];;j: :二k、 l二似Ix/，，^ (;人 11' >1 、 lつ

仁〈ピ:;0' i 

。

0 

6 

。

l'.:.}ぷ分 j)' tfi ピよ

。o 
l許税!、五、ノ\

!判官。ゾ、 3r-p c+ 
(j r 阿川、附 f

刊\、

o 0' 

/ 'o'.<:� F:O 

I 04 

。

Fig , 32 ZlZ2 j怖にろ術品立の n文ィ'1) I:\l (Case 1) 

s仁川tcr diagram � wood 'ipecies fo1' ZjZZ plane (C;J5e 1)、

0' 

ノご"\"え本 ;1;; (,Low p111p yield) 
本 ι) ， 4, 7! 42) [j3, 63 

."ιi 匂 35

\川; Fi耳、:ヲ (See Fig. 日)

ふれ

。

〈コ

J
 

川
w
U
V川

ρ
一

r
町
、
r
k

。、

Fig. :3 , 3 Zl"Z2 軌 lと対するお'1"Hlω 主ぺI (Case 1) 

Scatt巴 r d僘gram of wood spec冾s f(Jr Z1"Z2 planc (Case 1). 
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íHl げ強 ð 2, 240 kgjcm2 と， 絡に 1:+51 J~成分!と大きく関与する'f!i 'tJjé(直が 61 ，出T主 rll設も応い lì良公示す紡ュ*

だと 32fえられる。

F竑. 3-1 では9 木材号::::えu寸として利Yll ず もの~(; j 笠N玉村として

は IHl げ強さ〈気乾， が 1 ， 331 kg兤m2 J) L, ， !il\+):材は同じくillJ lデ強さが 600 kg!cm 2 以下 9 収紙l

ヰミ i :í:1':i@，jjj;i および、ji筏方向の収布ií率がそれぞれ弘 996， 5. 1)旬以 1.:の粉磁を収納，'j.iF)z ， 乾燥注(板材)とし

て乾以日数が 15.6 U 以 j 必裂な材!訟を乾t~批小よしおらこみはそのおっ支~:: 1 (おちこみ1)\) から 7 (おち

こみ大〉の 7 役阪に分け， 4 '--7 IζJばするものをおちこみ大， üíJ 桁主uまガヅラタケに'よる

13% 以との1iH援を恥]がj' fiI，不良， 接澄性 (紗板、主ι材;.]) はコリ 7アP 拡制JB脂訂?才抜3友、ヰ肴守如剤j そ!伎:1史I~ 〆HJ山i口Jlしノ fたこ i吋!日昨!今T のせ

kgμ1口n州羽以以句ト鼻 (Jのy樹;芯jl積翠在を:tμ接Lえ;λヤ!トポ沢良のグノルレ一フ今と Lしい.\、うよつ iにζ 詰樹jf何T占11 のば分をを::{行j つた r なお， これらの区分に際

しての基「判ふすでに報告されている iN溜の"石油:i)j~，メρ6)によったものである〉

まず構造m材として， r1ii4"材を平lìHJするとでの判断材料のひとつである材の蕊泌さをみると， lJ~@~+イと

して特殊なm途以外;どはかなり干IjJtj JiUJ践があるいj;fijì(J)グル…プば，主f51 1&':.視と第 IV主主 l裂にプロット乙され

ており， 3(J 1 1&~j淡の必cl:E1i 夕、ソレーブ lと偶ヲるものとして p ドアム(11)， クルイン (17， 18入 ロンリヤン

(らめがあり，百nv象阪のグJレーソη{と;品ずるものとして，コヰ…クサイ (21)，パラウ (30， 31)，ボ jレネ

オオ~“ク (34)，マラス (:37) ，ウリン (41) がある。

ilt@!t.:Jのグノい-70lと隠?る悩柿が消 1 ， ij;}V fK ilidζl)IJih1;1iごば分されたことは， !:{'; 2 主成分iζ大きく関係

する十'ú; 'i'it協の持1主主によるものとえら :j L;" "すでに述べたように， :;f¥ 2 J'.!点うjゴこえ、j して火きな影響を与え

五千ó+l.ú自として， 't:;fi'i~え材f

で， 1'able 8 ìこ r 象 !;H 夕、ソレ h ア" ;nv 象i設グノν 一二"/' [.と i可分された品j憾のiじく持i'j~Yü.)j.l支，予約jlZ~;!;:l平， ，日ち

I 

IV 

Table 8. ~f! 1 , 治lV!JRドとJじん:記さ j している 'Ei箆村正グjレーア、

の七1 ， lftの lt\~~.:t (Cas日 1 ， ZlZ2) 

Comparisol1 of properties of high strength species b巴]onged

to the quadrant 1 and to the quadrant IV (Case 1, Zl.Z2) 

付人判11 _J�< Jj Volumetric 
問l。 m jiEojf 怒

結JSpecI巴日年 egre巴Anisotropy 
shril1kage deformat�l1 

shrinkage 
(96) by drying 

ギアム 1.7. 7日 / 

クノレイン 17 1. 8 つ ?l，己() 。

ノ/ u3 1.64 19.25 6 

ロンリヤン :;2 20.10 >

1,:] Average 1. (6 19.73 0. .) 

コギークサイ 三 65 11.1, "1.2 フ

ノて「 ブ日 Y〆'; 2昭己6 l<οヲ

" l 、 97 16.41 
ボ fレネオ

1.94 1/.03 
;jーヴ

州、r 官ι， 

ス L 69 15.14 

1フ 、ノノ 1, 84 1 心7日晶し、、

2. 11 14.99 

2.C!6 13. 17 

1, 517 

1., 3ß~1 

2, 240 

1 ， 1ヨ21



71 … じた初:FnX/;} ('メ問。1.".:，)1)ミ :fj'j}trriごよ、

日:士急よろのために 111I よびじっ似合ノ了寸が) ;以前 _unt.'_-jf)?}[ ヲ ?な又続行不， わちこみはjITijY ノレーヅとみのri1_p~t)

N~I\/ t<: í~J} (.7) 付グル f 1;¥ iY'S \.刈JJyJとノjミノ)!ァ:土 i},l() ，〆 J す， JI又前(;-5~~ηFZ:ごコし、つ士，トi!1 に村j.;ú~;6{{ろ

こ 2 JJ!!ì;うれこ士、;'1 ノて d二の!J，!Jj?;)í、寸で 1 g;::r~〆バ アがお'h丸山収納本およびじ

9 特，;C おちと Jホ J)l~J 行，クノレ p ノウ ijの持~j.;;&~;上 rj!l!'ぐにぬ 1，:)ヰ Jれている。1, " 1!!'i éî:、1.

波紋 ))1(';' 、 {"1芸大作、必7:t- l代行して符似した JJJ{'í'(DJほおI'iぷのクノトザノ';cJfJ:'r ろ総I山、れま irrmi J51 

レザック (32) (ﾎ)Jf¥; がヲ tnIv当)(1)[ぃ:プ r] '/'トされている J '1 ークサイ (21)予パうウ(九0) ，léEiこま去

ややたヂそし)').:制事グjレ '/iご}討すヤfモノ，IyIrfj (})t;又新iシ{ぺ土 rI.1f_r:[}_J支 {));frú 吟 ;T~. .~~~υ ノ 9ラ

~
l
i
 

p
 

J
 

!1'~:以 'H<xミ lζJ' えする+Ijj~和主却し;{l rv!'長 liJU)広い ;j\íJ !JT:l(ζ 分布{ノておりド%4~1~/Ì':.~'，桁不:J\l iご成亨るみト

一Ilをえ11lにあるが，ノけの者IIJ:':fllI家 !Ti)にプ rJ 吋ト叩!士郎日三:ν 、l~絞ぷHil 不氏)亡Jil~ r の

さ才 1"~ごいろぐ また ， [ilから宅軟ふれとoミするか1I守1 は応.J:f!:í'[:!:i仁，10"'1去、 j守 iづかノド良で;;うふ悩 H~/)レーヅピ臨し9

c れら;ぅグ Jレ…フにおする制約の、佼な引け'!(tjl !土1(:イ本の、灼よ灯{えいと、L がわかふ心

7之「匂どの名もぐぢ司11:ごと，Case 1 に'ついて安: 1, 2 ‘目立う士ろいそれぞ，iL尽ル""':) !!l (.こ，

慌の遜tJIXJなおよびパル位可におけろパノレプJI又ぷノ~Jlí]，U， Yh'\障の 17うトポ試みてみで J それ，ぞれのおIJlJ:を

Fig , 3 2, Fi只 3---:) F.て ;~i-~ -~ì- ハ

1)] 1J rJ Tf! i の状然~~t均よびIt、;アした I日以f) 問、1ド判，校生迭の羽ふ

ず;会はだについて{手その前 1 (災)ハ 5 (ィ fりの 5 主主将(むさば士、 )1 浪記IJれう工広口)t�J(t .~tf: Jly' _lげ字

よくとも/I:t~には切削除な4 川iぞむなき lま t~:~r~Jし

ノ、にそれぞれ!文メi} した 心さはだれ氏以〉グル白プK.. 

その 4~ ;) ~こ Ji:[\ すら!と )V f]E L , 

立た宍よ;nfL斗"4GC;;; .DJ.l のHf，: FF~t.:良;九本人、(/)グ j ↑

ハ '?iT九'ì-fl"めら止し!日l ヲ(;) j))，I Hfíi士山し ;~:qVゑ阪に分布しており，言、た?てf~ï_jオし本大の 1古i絡は:j'irv象 1\]'((こま

との場今 )1

ミ十 1) ア(7)， [.リマ (9λ メ:../ ;戸リス (44) ， n ンリアン (52) ， アンペロイ (59) ，テラリン (60)

デーク (64) 勾 ，J) 災前れノヰ;，(t J" ;'5いにもかかわら j~ ~ }Jfg~収 Lヰi火の見J事F グJレー 7 からはずれ，む

I]tj皮切i'jliι: ば;!日し、 T:，\会沢 t 乙(" 7J';{ﾋ:Wk I 守にわ jp;;"， カ'! ~ あ之江、ほしむ交((J t.，~ tf:-:j~tL{fロカもいほど，

i士 fニ iと

(63) ，プω ク (64) 虫、グメ o -) っし 1 てもミ ャンプ/スパーマ( 1. )，アガチス(s ) ~アンベロイ (ω) ，

ばいずれも 4 の汗11l1 i ?~::5jヤ jm lともかかわらず，むきはだ不良の樹ねグルー二〆から i~、 ~91'1 {,) M-'f:!.込になず〉 fょっ

ty. J;Q千七以として，肢の乾燥11']! ，"， 1 および ~l~~~~授の 1'1\紋のお《いの;E'flßミモ取り 1 げたがョ乾燥的!日Hごつい

ては つのクル γ ブコ ;ζg;j認をほ :)J'することは的支~íi -ヘおAいについてはi苅に ;I~cj- ょっにあ弓祝肢のまとまり

ホワイトシリ干ャンノfカ (47) ，ミゾ 1) ア (7), このクル…ツ!と {)l~'j: れている p川勝の iJl含タ:ま )1<すが〉

ス (58) は1"-[t/ � (j) T.fﾋ I~'[ t幻 1:1史的ノJ\ さいにもかかわらず， IE1j 、 ).、の私;将グノl〆 ω ノ 'tこまれている口

力i七 (V'，'.I ドラワンは ~I止の Lhlずし/]とのl:t) を.I1Z りユリア十社知子持活。

l:1'í，絞f訂作そのイIi:íが 1.1 ，) FO)!M平日本;主箆tl{:JZの初予\fくししたが，ギ
ノ

ノミ '1 'j (29, 31)が抜n刈H前弁ぞi一〆ぺ Ll グ jレイン(16) ，とはほしれすじ (!:flríu 会 )J 、 3 ものとみなしてもよく，

:1tHtード炎 jども iy:;;I)\わらずおし第IV象限1Y~;(i する/凡 (16) ， (31) 0)必;;午ブ 1'. /… Jレ斜路、℃桜:f;J じた対

。)j主 ;'[['1 (;tpJiこ I湾総 iX く，グjレ プとしてのまとまりのおむ支はXi!JUゴ 1 みなすことが σ :i~ <:, n 

与えられるしてねIJ T] (';'"おもの, /~":; II ~ 1? '111 :~こI\J~ iこう〉コしている似村u土〆?fi'iJlliノj:三:員三fJjlごぞ

rjí，村正!日 ij的L !Y:.J03.t(こ['Y:j '"(J るかさり，良好な制 1' f， [:Z/;}i;t符られないっ

々の l['U卒、が初伝 ~T.伝iTJiaJ F f JL 

ι ゃ

7,)\, 

ノゼ 'l， fJIV'卒、



"~ 72 ~.. 288 号

(日ase 1 

ち8
0 

王、

2ι 

る/

2.J 

o 

設 li更材(Hígh strength) 

* 38 
折、~'X ;";1" (Low strength) 

前 42

lliiJ l"J'!f.不Jミ
* 33 

(Low dura bility) 

** 5, 47, 64 
l*frílfí誌、彩太 (Large deformation 
by drying) 
本 1

ホ水 32l 51 

4λ 府民/ぷ/く (Large shr匤kage) 
* 37 , 38, 40 

ヰホ 29, 4<1 

本合同白 F1Z43 言~S総 (See Fig. 3) 

Fig. 3.4 ZcZs 粕;こ対ずる持容の {}'k布以i (Casc 1) 

Scatter c1礼gram (Jf 山Tood specks for ZCZ2 pl乱ne (Case 1). 

ネ 45% 以 1<にもかかわらず，凶に示した ;'JI;Øt グループからはずれるj;\，]Ffi として，アルストニア(:1) シ

ヱ Jレトン( 4 ) ~ 担ーミナヲア (7 ), ワツ λ ア (42) ， スロールクラハム (53)，グメリづ (6めがあり

まずニボルネオオ p ク (34) ， ニ 1 戸ジ…ランドピーチ (35) ;土 ï~~j .l i又ヰいl';J~'rIζ もカザJ斗コらず低J{)i.ヰ~(i)tMfhl 

グソレ ~.flと合:士マγごいる。 Fig. 3~1 ，ご不しょっ素材として平IIfHするんj{'ìの liJYì IJ二の径約演に対して品"j 磁 lメ

)f'~'行ったJ:%(; も「とも長

い結果は得られない。

Case 1 で Zl ~;どs 斜lrについての1'Mやn rz:;í}1:行った結果会 Fig. :3 4 iと示す J Zl Z日約の場合v: 比較する

è , Zl..Z2 前11 ではiJ'(i従材グループが 2 かYJrに形成されていたが， Zl…Jどs 柄11ではひとつにまとまる傾向を方、

1 -rl 、究、
〕、司、 '，，_.l コ しかし， 分布総聞には!尚ì"1'i'で大きなァをはみられないっ そのイ1!Jの[\!}についての樹灘区分の結

f丸 )r)'行iWli U!V02 比絞し t~~ß ~~， 1， Iij者 1: 'il 1と大 一1-~ 般的 lこ Zl Z2 的ic ぜついて 1~J 穏rz:

う?を{J コだ tiがj込いように史、われる。

( 2) む制号 2 についての分析結果および考察

Casc 2 の ~j{ìはチ Tablc :3 iご泌す料 Jト)円前について分析を行ったものであるが， Case 1 で j哀りよりやた治

11ft関係の特性倍以外 lこ )I紛~'Í(さ p 衝撃 liI!げ吸収ヱネ IL ギ-せん断強さ ({iI 日夜î) 7f' jj口え， 'f:'ntíÆZ総本の

代り!と族主会方向と また Case 1 で 2 主成分にかなりの影響を与えたおち

とみを当1_j i21z レじ桜村のt話器力および i全装硬化げの特性信iをIj)( i〆) f げた。掃海数 lま TabJε21と示した 49

樹液である c

Case 2 において多 jf; 1 へ節 4 主fJ)(;;í}i三年Iする~，{f 与本および第 43三日記分までのぷ波野1}吟{fま守、able '1 iこ

7i~t;J1í U-C ， Cas巴 1 の場合とほbr fHrf~U支の imtである" グl‘白 ble 9 iご Casc 2 ーで取り J げたや特没{tiUV対す



に 11" トト:休日く介〔に 11: • 、う)イr: よ

Table 9. Casと~?， lと，えよけぞトj 什 1n'I (j) 'VYJ '1 1 '( お主

1Vlcan 'y"a1ue ancl ;.;tandard devlat�n for each vλrìabl己 ìn Ca.se :? 

ウ口勺
/. ; 

/ 

L? も

l( l , :1. 

24.1 

η 円B

/. 

7 , 

J
r

ノ

J
J

A
C

円U
V

口u
l
K
L
M
M
V
υ
G
H
n
i
j

約 f

fJJ WJ ;)< 

Jiム(九人さ

ふ;以お F ヰ、

ヤン〆材、紋 E 立 (:.f)

f i:t t ，~.ゾ長.~ ，~ G~ ( ~';_J 弘 j札口!げ)

刊紙/~ !J叫(縦

!i liグ|技又 1 ネ;[，守へ司

γじん断〆 í; ご (H 川)

か化'; (以 [1 ;f'j) 

位 tL ji l i;) (ルヌf，])

;長約)} (以H ニι1) ア〕

山市:J

M.' í 七川左 ]nJ

(カワラタケ)

J
1
J町一

{
 

•
J h

ｭ
F
U
 

主パ'; '1三lhle 10 !こ汀1:';) i)刈トペミず。る 19紛、

げヤング(Jf究，.~: :XeL~~ i}:{] 151:、の料引和1 (ヵ、 fごね十 I イづ HIドリ係

の!日日に h: ， 川ずれも()， 8 J)不円安系存1I 桁玄)胃
i}、必j ， l ぇ :C ネ/レよC' ili!i グ ;Jj~

か r;~ るミ. ~，-'， -~~) 
:.) 'ﾍ _)ぺ l 仁、 3f 

、連日主主[係 以コ +flrp] q) ら才L，

の制f1hJ 色く必らわれてい両..の午')tγヶ 4Yオ問ナï tG~ ~ も (r~ì，ノハし‘1Ù).(i)作↑

る〈

それぞれ l~ ;<Y:;:2 おTahleι l1 fと第 1~Jf!2i 以ッ}tと:Z j すろ 15 日ヂi ベクトノv 午 Flp; ， 4 

.~ _, r:-;ノ

iよ1 おう?に大3 :LD記分 (Z(Z:)) ぞr り↑:L1Itl)) lkl 子立川;おお;]~オ(うÌ' (Z1 22) , 1, 

(よ 'fable 9 2Jム，!&分;こてす!ノしして，でおよび始2): 1'交付糸の 6 ム ;1-_iWX í~' Uyムら1..-)ヲ((，;〆じ円亨

l乙ノf、した相関係紋で， 1liìのいかな心引い t 1.ほし ¥ H! K¥5j L 7r';認めらなか r， /"二収納!九九!あ冷災じい:お

な:戸一~__I-J.えている什との日ッ~~\ 1 J.成分 Iご丸トずるが大、仁び削 j'Î'H の，)4刊行

, I
I
 

I
 

2 ]:日三分;ザ主;トjL， {JXF~と:こび強 m 潟 (ff;O)中引l1tú.(/)!/;j "-(Jべ

[リ n iJ1J\.JA. 1 治 i七問 iiノ3171ぷノケしては， '1'<お!万j\ ぷがよ、;f'i'r!j はになっている"なお，

イがアこっ'づいてのいるハ

村、:.1日 γ:z (Zま)1fZ1>,、 ηr、iめられた Compo日制lt Sじりτe な19 がこ取り i

fごも f♂f 弓~ Figι5.，，2 \こ、lどι 袖入、j l.ノてツ u ソプロソトしたものそ Fiiふち 1 iご1.， ;] (Z~ο 

，)ツしア (42) 屯 イ立口 p メ弓ンヲどr'Zg i.一、?? ク (64) か令不可\-パ Z)-Z2 t.!!足分知J (,) Ni}-{.'( ~ 

亡， "1 J. ~~.れてし 1非'しら，
に匂(，/こドラ (54) がéÍd介、カらカ J，;アリツ c ア (42) ヌ(27) , 

ちこど.7~)卒、十':=、汁う」 υて三科HJjCas巴 2 では，史子;1'~ :ii~il火打，絞10 の松

"ZγZ2 

C乱sc J) Case f) っ

<:~ #jj{吋〉位;濡によら~íJttl;;(うf 去、 íï ったが、壬())成分;こ してのぷ Case 1 ::: !i}-^で九

れたにがI f<日「の{ソ i:~の忽f!I宗{ごと;、'じく.'~ j 七日-;7i" ~ CJ い、ErS:; ぅ〉利liィ対しで



特 Var性îable 鐙

収縮異ブ] 1笠〈τ';R)

4又 特1 率 (T十R)

慾装硬化時!fJ]

i;JJ奇!j 抵抗

設着力(板材，ユリア〉

乾燥時間〈坂本j)

初期含水率

税率ヲ 官じ〔カワラタケ〉
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ヤング係数 E
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Table 10. Case 2 における特性徳閣の税関

Correlation matrix of var礼bles in Case 2 
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Fig.4 主成分 (Zl， Z2 , Z3) と内子負ヰiS 訟の関係 (Case 2) 

RelatﾍoTl between principal component (Z1 , Z2 , Zs) and 
!oading f呂ctor (C乳悦 2).

手'r1)j{J: 11{Uこ対ずる氾t} fJ Tahle 3 Iこ丸、す。
Symbo! for variabJe w(出向hOW l1 in Table :;. 

~ 75 .-

し γc Jto/;~~してみ iﾍl曻 +'5['[ およびむちとみノコ;1)じfく;とおど》いは大きいグループ!こまれる紛自の

Case 1 と Case 2 でほ i ま 1 ，サ L:- 応 l!i t.とと)5えら 1L ;;) G しかし， そのす}(J; {劯 !""c i土台一一r，!fi~な&) ，終

飲料多品、 泌総の.)}オJür. rri: は !X~ n [1%( !).L(から的nI:;史以に，またおちとみ大ú) グノレ

ゾ iご応ずる特J紛の)}:.(fJ，r立[貯は \1'; 1 設以λ ら係IV象!;!1./、 特:ご Z2 十ifl!万ド.[1での移 f J'が大きくあらす!で

いる J このこと:ふ Casc 1 .~: Case 2 で Z1 il~h;とノ\急く関 iJ する村川ま) ~王:工 H]Iノ悦伎を特つど みなし

ても ì'LIィ、治" Z2 村Hこ土J して Cas日 1 ，::土木 .Jrl0)手rx:?と?カずる !f、HiI， {li)i， ザ) V~、灯 よ，1:うこルろ， 1;;( 

-.1::ﾛ.� 1f:<)J)5[の 3 ペコア j~j ;[) 0) (ご討し、 Case 2 で;ま lj'Z制空 l)J)えだけ J:~. &) ~ ~~ 2 .. ~t):1皮うÍ" jili1の:til- II禾つ:寸が明!なる

T乙苦') 7"':"~ 符えられJ る。
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Case 2 

認定jí M- (High slrength) 

* 38 
るー も 終 fv 材 (Low sirength) 

、、

。以

、 9、

学 42

j付f')桁ィ;}主 (Low durability) 
永 35

民ドホ 3 

淘袋大 (Larg" deformation 
by drying) 
持 1

キ* 28 , 43 
む比ふれ不(:" (Long drying time) 

ホ 10 ， 19 , t,6 
JI.'Z総1 ~fÇ.)< (Large shrinkage) 

水 36

お符 29 , 43 

へ役ψ: Fi.g. 3 t~j以 (See 1'Ig. 3) 

F刕. t� 1 ZrZ2 'Wlfと対する樹績のTI';Z/合間 (Cas日 2)
Scatter díagraτn of wood 日pecies for Zl'Z2 plane (Case 2). 

0/7 

f¥ 
、\

t?,O 

Cas昭 2

計百廷料 (日igh strength) 
キ 38

キホ 213 

1浮欽 tオ (Low sl.rength) 
本 42

!iij.V凬tJ:.:f:n (Low durabi1ity) 
* 35, :3G, 3St 5 .. 1, 62 

** 5 
JぜI' ïflí変形大 (Large def�t'rnatﾌon 
by dryil1g) 

* 1 
kキ 26 ， :3~)， 37, 43 

乾燥性耳、良 (Long dryillg time) 
容 10, }9, 26, 呂志， 62 

41 百~l }:千九大 (Large shrinkage) 

* 32~ ::l6~ 40 
成* 43 

久市御: Fig. 3 :J{;ぷ (See F1g. 3) 

F刕. 5~2 ZlZs 'TcliIiC j'J する紛T'lfの散布図 (C品目c 2) 

Scatter diagねm ()f wりod sp尽く匂8 for Zl"ZS plane (C品se 2). 



'LijX~I !，'ノiHJfによる i相、{村のバ];'j:;;こ応じた将H.ftx 分(大 r，Il ・メ、ドj , 77 

が/べさい 1!; ，j-浅の :ï}f{日iH閉じょっ、~J}~ni'{なは Case 1, 2 で大きな '.N:~~t認められ 9， j従;総投不良の

グペ レ ';/(J)-'j}ノ('!j :ì~! 1m (;t Ca自己 2 のノ'i;öL'J 、 o <. ~ ずこ \_;-F>6f{~+.:t 0) グ I{/~-γ匂 き( !J と も

(".~ , じasc 1 でわ 1 , ぜnv~会~jWと hiハオ i てし、 fこグループか， C込se 2 では第IVと足以 fご i:Jにまとま〉た。

心そ:J(rUJi1の j、;ノいについては j Ca~、c 1. o)JE¥ (y}以 ['i:f1、樹 Hiは 61 ， Case 2 -(' i 立 49 樹被であり枯，r f1fi数にも

，_'.'れよ+のとぢァら 1L る ρ

っさずに， 会予必I!場 [X: うfの主ti"J虫、 CtM有/i民〕 ιまと (シ)TYn主) 7¥..f¥ii;;j' I ノてみると， 市内ifノi グjレ…ァ ;ζ 守ミン

(38) , i:'千秋トj グノレ p ゾに 1) "/ /ア (42) が合まれてお lコれ乾燥u刊jjが災いにもかかわられ

の私的F グノL プカス :まずれ /5 もじっ i てう 7 ジ白ペワ (10) ，カボ_..， !lノ (19) ， ナト (56) jßあおっ主Jt，ど

み ;ζ1し、で(ふノ f ン \c うイ (28) ，インツノア (43) は， おれとみ(/);l'i) 1(!' (立ノ.h 、3 し、均九 おらこみたの樹(~l

グ )l，.'-~ j' t こ合 E て:_，略)多 !.Iお弘と J冷 );:>J~ ずド'>.. ~'./ノヲノーマ( 1) i しそのグルF ソ，- 1J\ ふか

えc () }引士~. 'f\Yh'勺;と Y、 n 〆トされてし、る c

収納字;こっし γCiふ ジ ランド仁 す く36) し九J:ti~枚方 FD ， 半;三方向、てもかなり大主 t， 1:11そ/がす

刀九 1\;('\11付~にのや，jJTl!íノfノレー fから i土 Jn，点 ζlU法的ノI\ さ1，，( lLY白紙iネそ〆よすパラウ (29) を インツ f ア (43)

ノにのみ、/レ川市 まれvごし、乙 r、市jJ 本付11Jミの悦 iil1でグノいーソ川、らはず;f)るもの J日 ャ二 I ージー

千(::3G) がありうnがアカ、、チス (5) i立J!O，)tij fil がよミ!げであご)(ともかかれらず， rlii:1 朽 it不良の総

持ク !l …プ 子い上れと l 、〆

ジランド?…子ば 2 {肉体 (35~ 36) 6ら，ぞれらはクヰブ上のかなり離れた ütl!&t(とア、ロ y ト、3 れ

てし:ど}η1;可以判ごっし 1ι ，九 2 H&ノ ζ/三ア~ !:~.H記簿ミモ lチえ vご心、お と， jll~ liヲ村U，~おける ~Jt :ffu:

主主ノ (\X.~;; 6 , 6'''� (No. '15) ァ 11. 096 (No. 36) , /字決 Jl引どれにおける間化時nSJが 3 ， 32 (N口. :15) , 2‘ 13 

11'1;:',1 (No. 36)，川、 2， 42 (No. ~j5) ， L 80 (No, :J6) , ま允第 1 l.!ï見守}ickJするよ$?;tWがたきい付

+:11l{(の iら孫右はほぼ!河穏m でめるが，強段: ù~r'~.:l:t:t;こ r!lil 1Jfとする特悦1n'i iま No. 36 iζ 比較して， No, 35 (f) 

)j がかfよりし可を IJ'\ してし， 7:, C,' 

fキ制 H\を 1 (Zl) , 日，; 2 (Z2) J)i)~うHi:!1(と }J !jて fl.:J ットした下{日怠 5 1)と ， [i11 (ZJ入 t(S 3 (28) 

1:，1).1(分1'rIIÎご対してゾロ吋トしによ (Fig. 52) のおよ1m区分}をみると， ZJ"', Z2 (とおいて磁料，将秋!、10)

l投絞グノレープからはず:/1ていたうミン (38) ， リツ r， T (42) fJ Zl みでもやはりそれ_.;，:.-れのグ Jレヴ l):.

ら日11ft!'こイ〈りされこプロットさ ;11. て :J ， t仇 W!IL'fIi'l]および ;tj むとみについてもあ Z2 で科樹 0fiグループからは

ずりれずいたギャンプノスノ心ーマ(l )，ジ'"ク (10) , カ ;F. ...)L〆(19)，インツィア (43入寸ト (56) 

之 ZlZg でもやは:tfi!Î'Jj) 日認めよJ れる、

|旬、 j、引ごっし γと i土 F ZlZ" (:1 1M村~.(D -~どとまり二らはかなりく e アブl'プ久 (5) ， ，C ゴージ w ランド

ピーチ (35 ， 36) , ラミ (38) ， ラノ〆ラ (54) ， +，ノレヂス (62) がグルーフぬからはずれる。収結核 iとっし、

て{し il 札者;H.て， )<0) 制T~n グ )V~ プからはずれる総務はほぼrilJ じであるが，グループを)1;足立した日誌の樹干'!の

う }<(!J_;l{L!J]J:[はあ一三ら主，ぷ-，らめらがかなり狭くなり，公約 (!/JにみておみにたJ して紛が:íf三分手:‘i1 ぺ穴

がfzし\うこ忠われる Zl Z2, Zl"Z3 について数:;QIヌ!-"Í lt'l 不良の花tHi反ろ〉や試み?とプ'j~t いずれの

i誌かにおいて ι iM殺のま l ざ.: /') )f~りとしはっきりし;子 IX分;/;.:.行うととは n~ 'Niで品、った。

1~~_Z !_:. (.)) (_ ::.: '/ρ ら p 浴料 して不11!I� j読了?のト，\j 符伝うJイ"手11m や j 'ií' o蒸単になる乾派市1:， !fu<j jiTiH:，収率ïii

キ{-Jg'、;こっし γζ?"-i ") f.:J 努 (ì ， Zl， Z2 車li でい、分した Uが， ZlZa'除で!及分一t るよりやや良;い結来手 /jミす υ さら

;と， Case 1, Case 2 を iと車交ずれ/: ~ j!:!iJ\~' でたさな廷はみんオlt~(lì(，しかし，取り上げた樹総数は C乱se 1 



- 78 ~- {i~ 288.8-

で 61 結社経， Case 2 で 49 樹稀と C品目巴 1 Qコ;方がかなり多いととも考慮する必裂があり， また Case 1 に

おいては第 1 主成分iと大きな影響与を与える特性儲の窓ij;t~'づけとしセ木村の喰さに関係する特J院僚，立'0' 2 J_~ 

成分においては木材の変形lこ関係する特性1D主であると考;三られたが， Case 2 において第 2 主成分に大き

く関与する Jぬも:憶に ;):l;iffiずる滋1沫づけ与をfj' うことは附離であった。

(3) Cas思 3 についての分析結果および考察

Case 3 では，木材告白Ht紛lìやして利用する場fT，すなわちパルプあるいはアァイパp ボード等として

手Ij)ねする aもの半討穣の iÆi'[!:Lほう?を試んたもので，お足り上 げた特í，'p:Hu色としてはす日ble 3 (こえミすように， 手五後

遺， ~J.続三率，紛L曲げヤング係数の他lζ。太材の繊維形態iと絡する特性侃，木材の:t'i主成分v関係する特fI

{ijl{, 七11 l1'，成分に関する特科 f泊ーおよびノfノレ fs アァイパーボ{ドの製法あるいはそのぷ伎に関する特t!j.fI~~

で，4::却で 15 t1;守住{ニ 11立である。なお，取り色げた樹fill:は T昌ble 2 tこ示した 45 樹穏である。 Case 3 (とお

ける?i1U 成分からJfH 主成分までの託子与水3

6 j道 (1 の分析中もっとも{氏い i'立を 11ミしている。

Table 4 ~ζ三「、す占有りで ， Lîl口!ラ士析を h円た

ず日ble 12 iこ各特約{直ご、とじて p 取れ

の十fj関係数を示す。

45 樹Ni:øτVf!:J1í在および標準イNI必ずを， Table 13 (と得特性筒fMj

2ヤザ王寺“と rJjff ..yン rn'ti 盗と ID凶行本 (T+R)，収総本と 1111 げヤング係数の約関は;l'(;v 、カむその他

の桁~Æj(ま一般に{氏し特 lと繊維)1:0熊，水{イの主主主成分， 11!UI\成分iど関するポJl'1 IJr主IfTJの *t:1 f:'習は :W 'i;，，' に低い 3

15 'Ì与'fiHi立の第 1 ".第 3 主成分 iζ対する i首有ベクト jレ号午、 Table 14. (と， Fig. 6 (とVf:; L j}f:; 2 立つt~分紡お

よび第 1 1 :BU 3 主成分納Jご会j ずる名特性M{の IE1 F^負荷設を示すり !1~ 1 主成分lと大きな関与を示す特悦{許~

挙げると， t予約}lL 縦 flll げヤング係数) ~.見続本 (T+Jりがあり， これら 3 特性憾のm関は ji/f1j" し ブァイ

J{...-... ボ， ドの さ， JI1i，'\\成分関係の特悦縫がこれにつ〆づいている 0252 主成分:こ対して影響の大きい

特性{ìúとして，木材の織統形弘つまり繊維長，級制[縞，細胞[:ht厚および口 川市， Hßlゑパルプの比

T呂bJe 12. Cas巴 3 における特性艇の平均値および襟準備法

lVlean v呂1u日 and standard d色村ation for each var僘ble in Case :~ 

J寸K勺1;, 1rtl V. t'c� 値
Variable M邑an. value 

軍手 fえ lEム A 0.60 0.20 

I1又 持1; ;干(1'十f.1) F 13.51 3.52 

γ ング係主~.E (~(í札縦rl11 げ〕 H 129.8 42 ‘ 5 

結Ji 総 Jば 1.63 。。呂ひ

~~~& 和 杭i u 31. .:1 10.7 

対11 fj包法序 V 8‘ 46 2, 4ヲ

出ー10レロース合長;白 w 46.0 5.7 

リグニン合 fdA ヌ 29.6 3. 争

ヱーテ Jレ trll ;� 11t Y 1‘ 18 

全J'Dl d'，鍾 D' 6.77 4.67 

パルプ JIJ. ~キ: P' 15~ 8 3, l 
p ーユ: 1rl!� Ql 4.8 2, 9 

H }斐 R' ぷ門司i 属 、b 6, 4 

i ヒヨ 1 ~~_き強さ 3' 134 28 

て/γ イノて-Jf ド強さ (Iill Vj') 1" 392.0 1 00 , ~3 
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Table 14. 特性鎖 iζ止すする凶有ベクトノレ (Casε3)

Eigen v巴ctor 卲r each variable in Case 3 

特 tL fú占
Variabl巴

、? t~i if( A 

i又 ('r~ゅ R) F 
ヤン H 縦 11[1 i~f) 
市民 T 0.120 ; 0, 491 0, 025 

総 u ~ O. ,30 :3 。‘ 303 _... 0.039 

制 lT3 t v 0.228 0.40 

出ーセルロース;昔話ー w 0.039 

リグニンイ干 51 X O. ¥20 。.22: o. :~k)2 

エーアjレ tll:i川選; Y ().29a O. 14~~ 0, 123 

会 111l 11: 滋 D' 0.28:3 - O. 189 O. つ92

ノ"fレプ I[え〆キミ pl - 0.243 0.028 ー 0.3(3 6

エ idi Q ノ 0, 069 0.3:';0 O. ~335 

(J 。3 的日」ニ R! - O. �6  ゚~ ()~ 329 ~ 0， 20フ

l七ヨ|裂 /、久ー S ノ - 0.101 り， 35ó! 0, 10 
ブ 7 イ … V‘ I一!カ?、 で、足ー 吋噌ノ

0. つ9il 0, 033 I 0, 143 

c品5e J 
Z, 

Fig. 6 …L J!x;分 (Zl ， Z盟、 Z3) と l必 F ]iZ(ji'j 訟の鴻係 (Case 3) 

Rel乱tìon between principal component (Zl , Z2, Z3) and 
loa.ding factor (Case 3) , 

f雪村 'dイ古 tζ立すする記号は Table ;; ;こ小ず。
Svmhol for variab!e was shown in Tahle 3 曜

iJ [裂き強さノヴパルプ製;tiに r}~する持Lf:. f肢が挙げられる(， ;'f~ 3 .J~~UょうJ て、 133 出~ {!. _I;._. Ll ぷス p リ夕、ニンド付

のとまfll究会}fζ泌する特';'~r 値ω関 fJ がf:. 2: い υ

Fig. 71 , Flg. 7-2 iこ取り i げた 45 討議につい℃求められた cornponent score を!Jfrl~tr52J.・成分村!，

第1，第 3 主成分輸に対してプl"J'ソトし， パノレ fおよびファイパー;1<- 1'J以ネ多パ Jレソコ製法il告?とおけゐ

f主度、 口ーユ二倒r， またファイパーボ， ト‘Ç)詰IrUJ京在にもとづいて悩泌ぱ分司会行 J たものを ;j;JぺI ，ベ分以〉ぷ

半、とじて，パルプi以ギ l土木深 LJ ノ~)レプの~又本か 4596 以下， ファイノヨーボート状ネu;;: 78‘ 6% Jユト.u)場合を

それぞれ収It~1訟のグノレ pープ l三 3 白色度が 19.0 JTlご， ローエ-filhが 5.6 下]-

エ fúti不良として区分した。 ζ の場合， i':l Ý.立皮は::+:潔!なノぐjレ /ρについての備である。ブァイパp ぷ， トの
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げ強さはだ〔サイズで 300 kgicm 2 以ト、O) 'I'if1:をノFす樹税なファイパーボ ド強さが低いグループに入れた c

Z1 22 長打 iこ対して谷樹濯をプ口、ソトした場合， アガチス (5) およびウリン (41) の 2 磁極iß ， 全体か

らかよまり織れた位置にプロットきれ言 Zl Z3 紺lに文るfLjf三、;こはウリン (41) の(iU:こ，カナ 1) 1.-:; ム(6 ) 

が念体からややはずれる。

Fig. Fl において~ tJf磁!草分が'&Þ子な給見そ/わしたのはファイノ心 ド"0)強 3について区分をj二」ったiA

で，ファイパーぷードの強さが低い{誌を刀、す樹廠は訴'íI京阪から可nv袋阪にかけて分一昨j している。ここ

寸- , ク jレイン(16) ， レサ/;; (32) , ボノレネオオーク (34) のファイノトーポートFのふj ト:fUrr~ さはかなり心J

いにもかかわらず，この夕、jレープに含まれている υ しかし，これは対サイメの場合でョサイ;;ぐ処史誌を fi つ

た給J1~を総合して考えると， これらの樹偉そ一服して区分しでも大きな制緩にはならないもωと考えられ

る。な tò ， 1':討さからんさくはずれ犬位i.ìHIこプロットされているウワン (41) の的げi~長谷 i主主ド 1ítIこ tJ~'} くあら

われる ì~)，~ クルイン (15， 17, 18) も含めて考えると，ファイパーボート、の ll![fず強さが低いグループ

itニウ 1) ンを含め心ととにはポ， 1 二 iirJ Jifljがあるように忠わJL る。

ブ 7 イノイ ォ;作ムドの 1!又ヰqとついては必;悶に与えしたようにお付金が区立T されるが，かなり紛れた 2 ì少If に

グループがJ0Ji)之され， しかもすべての象!lHにわたっており， iljJ般に区分されているとはいし、設い o r~!1!:jl}t 

不良の縦揺についても〉持n ， TI 象限!とある極度のまとまりは示しているがp とのグ Jc ーヌからはずれ

る樹援がかなり多\ ，つまりア力、テス (5 ), タ， ミナリア (í' )，ノてラウ (2ヲ) ，カ[Jツィ/レム (39) ， ウ

1) ン (41) ， -12 プターパヤ (46)，カメレレ (50) あるにもかかわらグ」記ωば分には

合立れておらず， ~?，こジョンコン (48) の f見合は良好であるが， (1包皮不良の制d限ク 1" ープ lζ合まれ七い

ーァ

/.;) 0 

その[也 u 叫エj'[ITi，ノマノレブ、収不，パルプの 1[:01 1'1 き IJ1i さ立についてはち鉛!!f， I){分を1-1"うととが出鮮であ

ー J t，二 G

同じく Case 3 における Z1Z3 鳥11Iご対して各制lll'をγ ロソトした l込九 Z1，，22 ~j[1の4~ 会 lこ総事ìilメ;分がで

きなかったノカν 7'cDJtÆ 裂さ~ .~;白~~ , および白色度等!こ対するほ分はやはり凶郊でみった。 しかし， Z1 Z2 

将!の滋合にまとまりを示さなか円た口ーエ flíli，ファイバードードi恥れパルプ以東等にx~ する樹机{叉分は

ある程度まで可能で， Z1-Z2 中Ijj 二 ZrZ3 輸に)'1ずる樹樹;足分を lお較したi弘子T， 向者fiEiこ 1iflト;干ぽ))工はほ

とんどみられない。樹穏区分の縦易からみると，没者のノL「が 1 良いよつにも X~，l、われるが，いずれにして

も区分の粉皮および区分泌1m ともあまり良好な結栄はjJ'~ されていない。

( 4) Cllse 4 についての分析結果および考察

Case 4 では Table 3 IC ij;すように，木材の )t\終日~íな性質!と闘する特性悩のみを:JfZり l げた ο づまり 9

G態Hia)他に大きく分類すると，変形 iこ関ずる特 ?ltMî，強度 iと|対する特 vu也，湖、総形態iζ泌する iflÍ"[}\， úò ，

木材の主製成分iζ関する tlitHI;l， 鮏i i1l成分lご関する特性総になり含言1 16 特性継について分析を行った。

改f)上げた1訓示は Table 2 tこ ;i~す 54 j品:滋である。 Case 4: ~Cおいて，行 1 r-~.%} 4 主成分 lとプせする怒 lj，

ヰFおよびT:rs: 11 主成分までのEωい~}lj 率はす、able 4 iこ ïJミ '9 j透り乙 Case :3の場公(と itn去して治子おいc

Cas日 4 において取り上 lデた印刷新日〕名特性 ÍI自におする Jド均値および間llffl 偏差:をすable 15 (ム 16 特 [!t

抗日lilVilの間関係数を Table 16 にふγ。特性{直i百jの相関係殺をみるぞ在京および強度関係改〕特'H:1山

では Case l.-.,Case 3 でもみられ7こよ今に， ここでも JJiい{i在が何られている。 1山市成分関係の特性信~pむ

みると，熱水rlllU\ 議;とアセトン主li rl'， 量.メタノーjレ従1 i!'，:iXJょの相澱がかなり高く g それぞれ O. 892, O. 699 
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じっ 'ÚÚそ示よ o ~/か (jIIIi ,1', JJ)(分泌係の特性 úú!:';立政 3~:) 白;)!子\1心持HXJはW~< ~絞ら郎、jD~

、

マ 2 エ 子ノレ ~ltH:'! ~El. i_;' の O.440(こすぎ芯い。本必の-}JtS5} ，であとp リグニン~ -æ セノレロ，ズよ他

1)) 中、}住 ú'({~日の制限!Iまさ ふう主 fl1 く， ま允級品ゴ泌す +SJI.{II'[.として淑りとげた~'議 ι判!i，泊、iJJiJ

と κ{ノ1 の五裂!J日 j}， 111J成分に l長特性J直との相関も!.沃く~ ~r. jこ級紙志/-守的民，匁に

l刻するね Y_L: 'luKo.) 将i1líj もい l立しもええl (;;，、

'1冶 ble 17 (こ Ca.se 4 CD JH-C'� 0) ヲ '1'.1 …な'，;:; .1:.!!Y: ?tに対 f 16 特 VL !i!b()) I}ij tJ ベクトノいわ Fig.8 i こぞ

れぞれ第 1 ， 2 J'.)j'(分 (ZlZ;]) ， 民 L ;お 3 ーと (ZjZ心 {く一会Ir るお '+ó'YL11úωHI 民j (l i,i F fj 長oi) 土、 ;J~

与、円

q .:) 

'fabl日 17 (ζ ノ J~ L こ以 ff べ /j ;，ル岳山、/;)

ιt -::l¥J Uﾎ:l (.-Y -17 :/グ係数多かたぷ。げ~~rt-;， (:~ レ
ιγ、

1 l!jS:必 l亡;j'"し Vζ ノ心L くあらわれ丈 :hi 千j ベヤ f ノレ(1， 乞J

J C"' -_~r4 "lも ïF で，その -ú在:よ O‘ 41ìUi交のそ >j、している〈

:)¥ 2 J. iJ足分.17'おしヘ引火主 t~(-洄 ':2: >" J:'; したげ 1:点 ;'J~ j:jH t. l\}jx~ij(こ ものと芯えられ》つまり γ!\ノ1<:}11i i:l .1lJii 令

アなトン間 1'; 主人 メタ/ー Jレ村1 ，'日 iふ エーテ)1.- 1-l:1!l J. :lnt寸ア~ "1)"れも lF.ci) fll'!イピノj、してし、るのただJl1i U'， lc.己分 Iこ I.\~J

/夕、 J る川Lùi].(i)ド~， ヘードサン Jltl!U 滋 l:. は L 二<[ ;1 1: 1 川紋レ亡はるかlこ低し什16をノ，j-~ してし、る、) ~~~ら

;法制(Uf;熊 1ζ 認する 4、けHrú もな~; 2 __J:.nS:: j} i ζ 対し CJいJやや大きし、ミ.Vノlミしこし、 が，もiji紋 n手泌す心 3 特

IHI訂正初 2:日記子以ζ女j ず/:)より ;37 しろ 3 xr してより)<さむ;対日イ、すよう lこ JJJ ;J_)オしるにi

ぜ 1 、き lζ ， お). 1~ /a~ 2} :J ぷヒ成分仁安 Fìg、 8 からえて之内ると 1 よび/1:

材記) 'Jn( 、、 iこ!えi係い市 2.L成分;こ対 L て Jr!i:I'r IJ)(:iJソ;)~~治 :J .U&Jナ;こ士、I しJ ては乞沿い[i:J!;!i.~がたさく

iX1している f 存えられる

二四)。、 7 もっ )'.1災分刺H.と対して， lf! 54 引事長についてはら才した compo日記nt s仁ore 1)) 

-rF:'-(ti!メI i:: Fig. 91 (Z\ , Z2) , FJg , 92 (ZjZ 2) , F竑. 9 3 (Z1'Z3) ζ; jく r心

Table ltλ Casビ 4 I こ 15 る 'ff11. ﾚ!l (i)、lノ EJ11r'lおよび出学

Mean valu巴 and siand乱rd deviatﾍon tor each var.�able in Ca日記 4 

】町、

'1'~] 

;;;..日

i[X 紺i !i~ )i !lt ('f;R) 
JL'Z 祈ド (T、十段〉

ヤング係数 E (気払縦1111 げ〉

Ll IJ げ強さ σ(丸乾，縦 rllr げ)

rp. ;r::. ，~:、
" 

f以

JJid, iM 

おIJ 泊以

出ーセノレ 1コース三

I1 10〆ニソ今以
ノノ 、 一今

工 … ラテ. )ルLレ/1州州H山I

守γ舟 寸寸セr.~ 1ト、 ン;行1口 J打足五F

7 " キ iザナ ン 7廿刊刑H出lJ i川川Jパl 主誌
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え 3ß

L 
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l~ 成 ~，j jj 桁、 f{;]iffj の iiJ jæι応じた FU<;J (に 1 ，;・

Table 17. tStLúl;Y:点、h る U'J (j 叫クトノレ (じa邑巴1)

Ei)はむ n va.lu忠 for e丘ch var.僘ble in Ca告白 4 

d持 1l"j 
ι1; 日記 jJ町 Cornp口口ent

¥iariahle 

'.:, .306 ハ'".1 ，ぷ、

l入 393 0, 133 
U，日 ~. 仏

N 0, ~j8己ー 0， ()30 

説、 Lく O.lCJ::S 206 

品比 ホ!と u 、… 0. ワ0 0, 149 

細胞 fr',,! V 0, 19日 u、.叫、し、3~)

a 'l:.Jレ口一 λ ノ(~ _; 出i W 001 己 'ーの

lJ ~? …町叩 、/ ぷヘ1 E 34 L X Ü, 一 o町 01コ l

工…子 FレJ'ill iii 滋 下'i 1) , ?24 。~ ...己7

ア七 r ンiTtj i.! T: nL z U. :，フ'勺'，，'1 (i.414 

..-'"'--, :t サン j !~1 i j i .1ゑ A ノ … 0, ().48 円べ 02 つι

メタノ ル hlJ!l\-Hl 民 J U. J守合

九時 λド リ 11 J1i C! 。 l.~)9

Fig.8 t七日分 (Z" Z2. Zz) ，し l刀-j" J_'li'r:;j .W: ())関係 (Case 4) 

Rclatlon b日t\vecロ principa 1. じりmponent (Z], Z2, Z3) 乱ncl

loading factor (Case 4). 

千\'tii"[i!， i 古 lζJす「る 'dG ~:} (土 Tabl呪 3:ピノj、 J つ

Symbo) fのr variable W3S shown io Tabie :; 

0:)(:. 

り， uith

n、今

円、、y

C�. ムつf、、Y ，:

υ，り

l 仁
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Zt Z2 中~i.l í ~こ }j) る l技折iL'!J i ニノ L 、 C{ ム ぷと L 利 }lj ふの jllIill リ :_i;: 法り2 にこ lJC: ，河北 !lt (f:.;(n ~\，乾

燥昨!日1，おらこみ ，'L 1) γ こぶろ 1主 JL/ij? 冷淡!i史 lilíJ .+，]:'1，パノ〆 IIJH 止し ζ 干I I! U するよんたに

ノfノレプ qXヰ"， l~' 叶チトラプ )t.--~ (:1 {-!:!l 尽~~~ ブァイノマ..... ]ご絞 ~:DÚ)以 ζ7 ァイノも丹ドの!lli け 'ht~ さ勺)二台:ìili

ご人は;Fn r;<介をよみた、!?ヰ1'1 ♂ti: と )(Jするおメメi)' o_):lï~?ft; 立~ ，.]ーでと Case 1 '"C司、se 3 ~:_~小 L た ;~ffi i) とある

ヵ"ピッチトァプ fレ;こっし γCLtl(Iニソチトヲプ jし rj' し) ,;) <JIζ 長 l 、 ) 0) 5 L，ふ日!と泌

、) ;;)紛泌をどちソチト弓プルんとしてばfIfL7こ。

高l-{i1t村および fや説付のもrÉ'} グJ ノ m ブはそれぞれ:て〆J;すJ:.うなまとを~:刀、すカi~ 5J1'1-j 純聞かりjJ くな

fu'(l r'] 本刀〈し~ :'rキにふlSC 2 ;-こ ltÆよし ζζ の戸、H立 Mt~::J~: にあら才して:いる，乾ぷl~H}f n-::"jがよ之い剥必夕、ノν I~土
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<21 );1, 
Casε4 

iJ� 111:材 (High strength) 
ネ;，8

級事k *オ (Low strength) 
*協 54

凶ずjti，Fl主 (Low durability) 
ホ 4 ， 38 
キキ 47

1抄 Itl変形大 (Large deformation 
by drying) 
ネ1， 11 

h 判 38
，j をお1tt 不良 (Low durability) 

* 5, 1.0, 13 , 23 
乾燥tlムホJ3I: (Long drying time) 

* 10, 51, 56 
ブァイパーボード l!llげ強さ低
(Low bending strength of 
fiber board) 
ネ 42

格権 54 , 58 

ぺ不起: Fig. ;.)さ~!¥(i (See Fig ‘ 3) 

Fig. 9 1 Zl-Z2 村に対するf;j，j:Eil の!'&ィ!lÎ l';(! (Casピ 4)
Scatter clia只ram of woocl species for Zl"Z2 plane (Case 4) , 

z,l ,..--,9, 
一白 “。
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Case 4 

L ‘ 

ノ寸プJ[)(ヰ (Low pulp y 冾ld) 
ホ 3~ 42 , ;"):) 

不本 34

;'1 ífjL([ /f~lミ (Low hrightness of 
pulp) 

吟1.， 5, 7, 8, 9, 23~ 29f 

4L 46, 53 

へ

Fîg 日 .2 Zl'Z2 納 Jと対ーする樹磁の散布図 (Ca関心
Scatter d�grarn o[ wood specics for ZCZ2 plane (Casc <1), 



l麝i!<: ~j分析に k

。勺

じ たよ利低分〈太 !n ~ ;仁川 ~- 87 --

Cas;(~ !" 

川 j却、:
/ン/1
//1 

〆 J F ぷ LJ
一一一γ寸

よご匂~ゑ/

司( H! 本t CH�gh strength) 
ド 38

れ秋村 (Low strength) 
ヰホ b4 , ~')8 

泊

米 38 , 4 品払、 49仇， 品2

断行大 (Large deformat卲n 
hy drying) 

ボ]‘ J 1 

** 261 38, 51 
漏れイイえ (Low durability) 
持 G ， 13) ;')0 

f校長、子fJ、Jミ (Long drying time) 
ホ lO~ 2G , (jL 56 

ぺ持オ; Fig‘ 3 本;!出 (See Fig , :l) 

町民 9-3 ZCZ3 'frIHζ 対づる七J:m0) 1'¥;((1) f;ど1 (C註se 4) 

Scatter d僘g1'aHl � wood speci巴s for ZrZz plane (Case (1), 

市 1 ~ ?1~IV-ÇY~1れのかな ，11.:し叶U'í IT1iこわた，っているが， TFMQH[I ど/ペ);日1' /1:;;'; 少な〈するため lこあやかな

条約で乾燥~t'1"j'う必3さがあ乙こと してし、るものと五えられる。おちと Jム v._，

ついて為ると，泊三IV段以におちこみがたさい似品Fが[当分さ才h ζ のほう士からは?";i l る H:;Tt してキャンブラ

ノスパ…マ( 1 )，十、アム (11) があり， γキィb院中、 f~.
芯、 I '._、:j '-) みの小さなァミン(38) が， にのグ)[/.一プ[こA-まれ

ているが，的に倒的区分は良好であるの

jJ) 'i:'i十ij: ::j<fQ ((~ 1íJ\ずる樹海は第 II および抗日I'~'i'J民のつ:(15 ，とク 'c …プ1;);'ﾓJjI(; tノ f いそのこのグループに

J止まれる ü，iTmc川 常+1;-10:'および /.C 関\)る特牧引が(Js， く， 1111 '1\ 成分 fziJ ，~Pj: (とアセト

ン，メタノー)1/， ;(1";}<11111!\1成分{止がjt絞いというごとがf別自できるハ jt!，!，，;iJ がiJ:.(し、 L》 ;fかJ九~ゾ/かl

とのグ、ノレ.，ノ》ユらはグれるわふ アブf 下ス(日)予 f ジ町ソグ (10) , J- ヂーノレサ ノ1/ (3) , レッドラ

ワン (23) ;ij¥ﾎfi IJ ら 1L るがpζ れらの杉iFE(J いす も NI!.U;;J日ノ及、将に寸'，t'トン手 メタノー jレ‘ぷ布I lI i!

成分;誌がp 全体 C/) t古j払1からみれば少ない/プノレープ，~'_':_ J;;;ii している f

1前中'.Î'H:nミのおJ科は，第 U ， ê(\ill さと(ねこわ丈って!ベ分、されており， ].川公約終-:Wk ご p 主，;i'，r成分 "W~;iう~rli T主j型:

の湖沼がこの夕、ープ会形成している。総桁tJ 不良にもかかわらず乙の泌ぬク Jレ p プからやや火さくはず

j いもも Q) i， L ， ジ :L )~トン( 4 ) ~ ヲミン (3めがあるが，ぼ S}(，11L収支 frJ.útJ子才れているハ

Fig. 9 2 :と :'J日ノ t~ J 幻レブ、製え:ょに除雪る三区分ば古IÌ述のように， ノ\']\〆ア Jj;:Uお ピッチトラノ JV ， (:J (3 

i:!i: ロ) ,f!Æ nt ~て花、じて引ったが? グノ"…プは却し治 U，河;~I\l象n~，まだ 'lfC'J'1'不良の

政グ yレ，一/は}ニ:ご市IV1Í字、;;J) tこー応)!;FJとされる傾向はみられるが，いすれも分布約日が)f~-'/h' ，:.と J); く，悩務

lズ分私立I，":l 、 o t: ッ千トラフ tレえのJよ汗n合ß分すると/:: fJ , ヂ… 4 点、う:治している樹認が多いと もあり矧
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鮮であった。

ブァイノレボ勾ドの ílll げ後さがほい樹蕊グ/レーブは， 1!Thサイズのアァイノ心~ぷー γの場九 fí>;I象限お

よびかav象限のー~こ区分され， ワツェア (42) だけがそのグループ。からはずれているが，会付入として樹

稀 1:< 分ば良好である η この場合，サイ .7:'処f監を行絞っ t:: ものについて IX分すると，分布ゐ([~聞は第 1 ，容nv

象i;[Qにわたり分前ilftl: l引が広がるわrltúlがみられるつ

なお，索村三して利用する滋fTで， 予全U.主総イ乙性の先'í1るによる j会jH[u三分は間J':Hであったが， その他の

質，つ主り村の京 J史あるいは終軟!芝， 乾燥;rtL， 後者'[1[， 耐朽竹内にもとづくお WEI玄分はふ Z2 主成分~rnの

散布図 lとより あり，立たファイパーぷ… l、注むをにおけるt!j，[種ほう〉もアァイノミ…，j':- !-'U)fl1j げ在住

さのみを取り uデれば71J1112であるのしかし，ノ f)レプ製法ìC 際レでの樹穣の適材区分や行うにはfI司認がある

と考えら，j 1，1'o υ

つぎに，第 1 (Zl) ，筑 3 (Zs) 主成分柄111ご対して !投オ?関について， 立川íH ， \洋 11)(干f ， 乾:t*\

恥L 1tf者tL 前Jt，Tjttについてお j秘ぼ分を行っ允結架を Fì拡\) 3 iど示す。

経 1欲村の分布純ffB t立 ZγZ2 納と Zl ZS 納)-で大;;_f~ ~.まないが JH;fi_~村に成分される私j締グJレ pーノハの範UH

i土 ZCZ3 布11の :hがやや狭く，持ト科1\12:/;} も良好であるわ

乾燥十1:，についての樹積ほう?の内， 乾't~~~~í刊では2 プジッグ (10)，コムニヤン (26)，ケラット (51) ，

ナトー (56) が， ζ のグループからはずれ， おちこみではキャンアノスノしマ(1入ヰγγ ム (11) がお

ち ζ みjえにもかかわら。Fグ JV.. ゃプに 1~' まれておらす~ ).主におち ζ み/トのゴムニヤン (26) ， ラミン (38) ，

ケヲヴト (51) が含まれており悶閣はよれるが， 全体的にみればやや Zl ，Z2 1鮒iについて樹較!友分を行った

)j':ò江主し、ようにも思われる。

持活引についての樹総rx:分をみると，支分i((j i)百{ま ZlZ2 輸と Z]"Z3 棋h :l: でノにきな)[:.ば認められない

が市区うまの精度会みると Zl-ZS 純で、このグループからはずれる格I滋;丸 アガチス (5 入チュテーノレサ

ー 1[/ (1:3)ョカメレレ (50) の 3 樹積で，かなり J9.ltiT '1;, f!il灘区分がí .îわれている。 i~fj 朽jit，の Jþ)} 台， ほう子か

らはずれる作JfìJ! ì土ラミン (38) ， ジ，]ンコン (48) ，ケレダン (49) ，セ}I/チス (62) で， ト沿線敢には子{;は

たいが区分節U!J(立第 TI ， -t結盟]î'i)Rのあ Zz 中jiliと比」してやや!よ:ぃ ;I{~~]jにがたっている。なよ3 ， ZCZ2 勅で

倣孫IX分が民離であった後装波{ヒtLについては ， ZcZs 納て、もやはりはっきりしたほ分を行うことは lifI雑

であった。また，パルプ収主主， ['j r-\I乞 ピーソチトラフツレについての泌総ほう子そ試みたが， tH極の立とまり

方は非常 P:j恋く， ファイパーポードの [111 げ強さによる樹積夜分では， ZrZ2 +rt1と Zl-ZS 村l とマ k i;" な納

;If::(土日忍めら i しな 7ρ った。

以 1-，めととか~)， Case 4 の Zl--ZZ 納 Zl"Za 市JI について ;!'rHJiお !C 刻する {'f\[主ぞd七市えする

と;<名付として利用する協合の槻滋[5Z分は ZcZg 戦について11 っ fご方がは分ilü'j聞は狭くなるが， 区分精

度〈底分からはずれるらI穏〕考会合めて考えた場合，両替の!'M_1 ~ζ ノたきな HJjさはみられないc また，パJレブ用

材としての樹段区分は ZγZs も1Iにおいては郎総であったがヲ ZrZ2 南111乙よると区分精度lこはかなりの問

題は残るがある程度設で日J官民になった。

とれらの ζ とを総fT して脅えると，素材，パルプよ日付、あるいはファイパーボート‘泊村としての告ら樹滋の

溺14:1;>{分~ιH う場(~， ZJZ2 斜JlC よる区分の方が， ZlZs í1i:lγ(づ区分を行うよりもやや災いものと考えられ

る。 まずこ， Case -1における奈材としての:t1!J綴区う〉は Case 1, Case 2 ，.]::りもかなり劣り，ノ寸ノレプ用材と

しJでの樹路区分はじase 3 よりも怒い事itJ1れとなった。
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特性 11m:
Variabl<三

後零命力 (1税収，ユリア)

むきはだ

京 ~1m *も〉十

jI い(与i板)

乾燥時間j (単板〉

収縮奥:町立じl'/R)

活:もli収縮ヰ:

: f係tll数lグ強E さ。 !tH横横 rIJl げ)
ヤング I Ut材， tlli rHl げ)

!t材容:&'t iß:

繊続交安民度:

かたき(板目白i)

衝撃泊け吸収エネルギー

せん断強さ(担[目指1)

σ!E (気宇E，縦がi げ)

ヤング係数 E CX\.乾，説rrlll げ〕

'(;. ltf 窓

。，

L1 

K1 

N 

M1 

じ

D 

P 

。

B 

Q 

N 

M 
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Table 20‘ Case 5 tとおける

Correlati.o� matrix of 

Tab1e 21. Case 6 にお lJ � 

Corre1ation matrix of 
ゥー一!一一土中~，，---一一一 l 土ヤ一日 一一一 r .千rι

tf1f: 守a二ble 億

践活力(市板〕 。 I ! 1). 

むきは?で: L! 

3察 jlflJ れオ;ミ K' 

1壬 い (Jj:l.板〉 N1 O. 

乾燥!待 rWJ (単絞〉 �r -00 

l収縮薬方皮 (TjR) E -0司

収総本 G O. 

グ結f〈ljσfZf'/ pY: J41縮率 D O. 

lげ
P 

Mγ?ノ o C). 

生トイ8'積7設 13 O. 

Q も

かださ(校同泊1) N (、1. 

衝撃 lil!げ吸収エネルギ← L u〆'. 

1:tん踏i 強さ(事正百(íií) M 

。 iE (気乾，縦Illl げ〉 0 , 

ヤング係数E (気乾，総L世!げ) 日 U. 

l汲水量 L絞êUü) S -0 , 

|及*滋(:;f、、じI[Hi) R O. 

dぞS~ %i!i :m A 



)1点 7トゲHFii之、よ rh(f'l::.;j しろ刊に二応じ f、?

特性 1ìH nn の約 iえi

variable 雪 ìn C乱se fj 

tt '[，仕{夜間の術開
varí玩bles ìロ Case 6 

(大[I! .木下) - 91 ←ー
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Ca日e 5, C品開 6 についての分析結泉および考察(5) 

:tに ffT板)jj付とし，ての1封殺の JWr1j:êまう〉を行うことを目的としたものであCase 5 ましJ::.rß Case 6 で lむ

る n 1以ぞ) JJずだ特't!H~j: みしては， Table 3 (こえ\すように/f;tせの強さおよび変形!と関係する特悦，{i貨の{tLlじ

Case 6 では Case ，)で取り Lげた特性僚以外に敬司二関係の特性fli'tfT板製造lこ関係する特/1 備をj翠び，

会加えた c

tt添 fll;l主ーを TabJε Case 5 および Case 6 における会特約{仰と対する分析に取り上げた桧i積の平均値，

18, T乱hle 19 Iピネずれこの場合，絞り上げた枯i可愛は Table 1 iご示すように， Case 5 では 36 樹弱t ， Case 

Fig , 1 Iζ示すように，かなり低容f!t6 では 28 樹税で、いず、~'I の幼子干も許税7立で示

ヰ1:1或 lどかだよってし、る ，

Cas巴 5 および Case 6 で取り 1.げた 18 および 20 rt0''ft I:(rr![!Hj の十tJI主j係数を子j三Tab]日 21 1ご pTab¥e 20, 

す。会下主再;と強IiE関係の持取H1ì:および îJi11交関係の特Id:Uî!i\Jで J立 Case l'~.Cas巴 3 でもみられたようにヲ/r.~:j

い HJ関係数が1:~，~}られるが， Case 6 Iこ比較して Case 5 の :Jjの相関係数がややIぬい。百?絞製造i幻惑係する羽

。‘ 705 (Case 限憾の pg，単板j姿:f1f 力と強度関係0.)ケ付Ifl直 li '，Jで O‘ 6'， 0.8， Jji絞の乾燥ffiýflfj と

裟i\Ffl れし:卒I) ， 乾燥波(1jtr~~保持i込絞 PJnU'VI (むきはだ，5) , O. 779 (Cas日 6) とやマザ?il 、織を子ドすÿ)Yp土，

C品目白 61、ておける奴11司，銅板のîJい)と他の特性総のifJr均は低く，悶絞iと軸 1j[Î，]収納涼，

�j iVi, );;; [J Ifi� 1.段j)<最と ítl，のヰ'~:J[ìt尚閣の相関係数も小さいο

Table 22, 'fable 23 にそれぞれ. Case 5, Cas(ふ 6 において，安\1へ，fiS 3 :t)Üミ分の lと対する名特tl:{l立の fjf;1

2 1 .-22, 21'-23 Fiiミ. 10, Fig. 11 Iとそれtそごれ1. 0) Case Iこま?し γf二ギ1 ベクト jレ〆わ

1、abJe 22. 特f'L(i立に対する 1811守ベクトル (Case 5) 

Eﾌ!!Cn v巴ctor f()r each variable in Case 5 

Compon巴nt分!戊
‘ 

i
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'fablε23. Case, 6 におパふ '1 :ji'l.{ぱ1 ，;こ /JするiZHj ベクト )1， (Case 6) 

E�gCJl V日ctor for each variable îo じase G 

111¥ 

J 

?ぷ 不1う 0, O. ].:)ヲ

リ1 五十本政 F fl γ 。 ι 3己4

Wrl 万 lrl] )1又荊n'十 D 2C)O (), 11 ! 

収見ii'N)ijft (1 、 R) 0, 0/2 。， O/B

W ;Fj{ 0 , )1,3 
ι ，、./ 

L1 ハ、〆 ‘ に勺:; つJ - U.007 O, Oj! 

,,'/E 、 J 0/0 叫ん 0 ， υ 除。

話可等，JiVぇ収不ネ jレギー 日

ゼバノ j泣l i~ (紙 l~;Hj_f) M U、()汁9

JチJ 、J ぷ(払:討 rEj') N 、 (!じV

ヤン 。 。‘ 028
} lii¥ [J:包:ブ)

" 'E! υ.U町 t、づり) 
寸t}1\ IEI iJ) 
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Q 2!7 一丸一

1日ig ))<: 長J: C+: I叩!lúî) R 日'~. ~ワ ﾜ. )!j!1 げ白1 

I~\k ノド Jx:!: (以在日üí) S 026 !). 10、、 0，〆

Jと ~ii~:IJ れ十t K/ 09ο J，:l日 l fい 1.\

主干 ;p - i1Z、 1ご L! 。、 o守? 4 

乾燥同I;';J げ f 以) ?νr O. り ()‘ 2汽日 0.31 

1J い Oittvl N' r、J、‘('>'ーJ丸:3 ふヲ‘ 0，之

t主 ;i!;� jJ (ijt私{干ム 1) T) 0/ 。， 32 '3 ", ()83 O. 1 

", 

u' tぅ
。

。

し寸 。、

0' , 

丸〉

Fiぶ 10 J .i!}(ノィ (2)‘ Z~， 2a) ょニ IFI)' íυ~:if .I訟の関係(Ciwc fj) 

Re.1ation between pr�c厓 乱1 componcnt (ZI. Z2, 2:J) 乱則n
!o伐似削H以削E日i日Hliη g f 日cto τ (Case、 5) 

作'f1itl!誌によ討する 1':1二 'J令;立 Table :) {こず〉
Symhol fo!' v3riable was shown ;n Tablc :3吃



94 -- f.事業試験場研究報告 W~ 288 -Yj 

CasE' 6 

f 内

F刕. 11 (Z1, Z2, Zs) 
1え忠lation between principal compon巳nt (Zl , Z2, Z8) and 
loading factor (Case 6). 

~4'ii"vt1WIIζうねする長己汚 1;[ Table :3 Iこ刀、す。
Symbol for variabJe was shown in Table 3. 

iと対してプ口ットしたものを ;Jミナ。

Case 5 において，お 1 j'.i!X:う，>，~(，夫jーして大きく ~Fj している特性iI!l(は， Case 1, 2 および 4 の滋合と!日!

じしすt~~:fti釜およびA科の強度;と隠するね悦 ÍI自〈縦 l!li げヤング係数，ず撃 1111 げ吸収エネルギ"，せん断的

さ";~;)であり， とれらの特H ft[!1と対する ÍJ~J平j ベグトノレばいずれも ü' の似てソJ三さオγているつぎj 2 J二成分 lど大i

しぺきな影響を与える特似iU!Iとして， !l+ノI宕積率， i11.板の乾燥II!jl!'，]および狂い， 'i'lli)iliiJ 1y.総本~ (j/ E~ 忍

;片付1Jキ~f，(Jが本げられ， この内 σ/E~ 災害ùil 、がの|認手fベクト Jレはわ、，ぬの特性悩の101ffベクトノレはJE の 1tli茶色

ノドす。とこで，ザ';2 主成分に対して影響が大きい4Jパ'Ul在とレじ木村のぶ分およびß2Jr;;:こ関係するものが

あら .1)れているようであるがg りF滑にはさせることはできなし、 o Case 6 の場合には， Case 5 と|可t_:，く ?fb

1.L成分に対しでは，容総 if(および捻度的なをノj~す特性{立の影響が大きくあらわれているが，反\ 2:1' 

成分lこ対しては，!l材浴?と~t_!í( ， _l税制d乾燥It与 11\]，木 IJr1rlおよび板目泌欧ノド滋等/ド分;こ関係する特悦Ílú;i);大き

く 1*1与している。

Cas巴 5 および Case 6 について P 改り上げたみ!封磁の compon巴nt scor巴モオくめ 2 第 1 (Zl) , 者 2

(Z2) 主成分 MIiと対してプ'u 、ソト L ， 単智正切開 11 '1"[:， 乾燥tJ 下 後手について， 制トHK分与を uった k，{i泉をと

Fig. 12, Fig. 13 1，ζノわず。単仮出刊行J としてむきはだおよび袋;切れ本の程度， 原被~tl:*Ïl性として i手本反の

I上いおよび乾燥時1m，ヰi板談話院としてユリア樹脂で:tJ::;'f':j'しだ ilLのレ吋ドラワンとの波務ノりの[七で名、総磁

の区分を行った。区分 lこ際レてのjj)~ーについては Case 1 で:î:ßべた訟パ:if; "ヒ j日11.であるから，ここではず[

3洛する。

会総I'{J にみて Case 5 と Case 6 でよJ記の糸校。伎について縦十点区分を行った j話命， その区分さ

援は 1'[，1者でたさな}I七が認められない。 Case 6 では， 表i訪れ本火の I]J税を区分するととは凶 ι寸:あり， i!tl 

の性質についても[え分の精度はあまり良いとはいえないο まず Case 5 グノレ

ープからはずれるものとして，コムニヤン (26) ，ラミン (38) ， アンベロイ (59) が， )釦こ義;切れ2容が低

いにもかかわらず\ グループ!と含まれているものとしてレッドラワン (23) ，タウン (5めがあお。また

Case 1 では災害ìjれネノえの樹務グ)1..- ~ノレは lJ{JlV象限!こ形成されていたが， C拙e 5--C はそのグ Jレ フ。 lこ Jt高ず

る樹械の大節分が第lli議阪に移:(]している υ
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にうさはだ/ドム1、 (Low qnality of 
veneer surface) 
求 L G, 1-)9: (必， 64 

!hAr]オl 彩太 (Deep 僘the chock) 
平 ZG~ 3fL 50 

+:* 23 , 55 
殺校二にjミ (Low ghwhil�y) 
米 6 1 161 2:3> 63 

乾Iえ"'[il' イ、Jミ (Long drying time) 
:r. G~ 56 

オキ 54 

ペホホ: Fig‘ 3 三日 (See Fig. ~n 

Fi必 12 ZJ.Z2 (ζ jAずる

川和汝可もは! (Case 5) 
Scatt巳r cliagram of wood 

spedes [01' 7 1…Z2 plane 

(じase 5) 

Fig. [:) Z122 増I1 に対 ιf る

HJl干の nxィh 医! (Case 6) 
Sιatter d:iagram of wood 

Gpecies for Zl..22 plane 

(Case 6). 
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n ,f (:59) , ? ".l , / tj' すはずこ (ζ 勺いて !PiJNnωある約fHJ ラ ド γ ンプノスノ干 で( 1 )，カナワ 1'-; ム( li ), 

U2;f''f'i!L V.っし、てLfh日) , r ハ\

\町九カづリ.....-~i i 、 7
F 、」チ，グ (64) ，グ" 1) す

lj~::世帯 l 、て J.r f-
0" ，~~寄ν ッドラワン (28入グメ 1) 寸 (63) う?であるク Jレイン (16) , ;土 /J 十 1) ウム (6 ), 

t}.l~ I)I~" ~~.. ~，... _l,... 有 'j!-[同匂 , 叩刀ユ!本JIIf設::什ご v， グλもなう qi 阪の11 いが)" :}::い J:}~.rrH ~:ゲ jレ…ブは氾 I , 

~唱p

v<) ;，_ヲ

Ulとザによっ\(来)似し千三i) 込えない、") ,t Case G (、ザっし、とも，仁川e 5 J: il!Hふじ~Tni文介 :t

〆、

ク (64) ， i:~: i;yl対で lょカナリウム (G) ， ~:C 

グメリナ (6，\)，時ì'ì' ))で i :t h ナ 1; r) ム(fi)， J 、 i il (63) 

くの上うその紛Ffii;{分 it際 i ノてのホト不トユえい治げる

すよ t:" ，:';;t カサ 1) ,') ム (6 入アンベロイ (59)

について iま悦祖 i:i{分が i五i 必fで，

ラン 1"''':' ，守 (;j5九寸ト， (GG) , 
し 一色

〆f分 iご際1.0 '亡|行lm'l/;~ zもうり， I1えっ!げた，j，)，iF!iiト少ないいかわら、， !ベ汁に小 _ìC--'-(

ふ宙

人"また， Cas巴 5 でおjよFi7 ゥトがて、::-~なか J 子 γ、レバ Fy ， ついては. Ca~.;e G 了ふめは[7.分1で:名い

戸"J、;...(

九 によ -nrij だの出示日以、分の羽。12Case ;)における粍 3G つ人 Case G ザ;え 28 rc; あ')，

C乱se 5 と ι;ase 1 ;:: í i'った/7絞 nJ料-ずる十)J料|下j('; の )Tがミし 'J う lご私立Jír.会みと~: , 

!二む/下川内l 
'.~ したと L::まし、え、し、力む!>(うf 〆ξJLt~ 、r る ιL. 1衣川上げた役も夕、なれば J 弘

の i 1;.1{，ζJぷ託 t(~'i1jËiまみら(

総七日 LJ 大 ;Ý;/i:.f.r ?t kt認{ノ;分の削t0"-お応'\て;九社C乱日e 1 カ〉ふじ乱sc 6 ;ζ .r) し、で，
♂♂ 

fーャμ

- '-,_ '-..,} 

T乱ble 24 fさんl し‘ておくハ

米利用機穫に対する用混在溜伎の推定
、
J

ρ
り(

 
Tnifífx分のれぷろてみたのじえり I ìずだ訪ねj;以外の日付 )AすCase 1 のうi i1î' i;l: 'lU亡も)-づき，

また 1&: 子 ü{寸lJäか二55i， fれ 2 主成分イこ士、J Llniiなベクトノレがよ、さしι;ase 1 T'J収!っ上十午、Vlllti !i'り 3

それぞれの主成分科11に入、きく関J干している 7 特 rrlfl，t: 0守的役， I.iJiげ γγグ係数，↓lh .;:f il,}1 :~~ ~初見~i <.~‘ jメ本，

お粍とみ〉をび，判，ドモ秋十ノJ ， I!r曻 l'jlJ fJ\L，おら(. /i-.);および ll:{i'VI'. ノ{、:1又布n Ji!~}iLlt ，

'fabJe 25 ‘ Casc 1 lどれいAι7 持トtfji'( 7i' J:Q!lんだ n!ý!乃 Component scorc 

Compon日nt score c口luculatlぅd 101' 日日V日n variabJes in CaGe 1 
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Iミの樹務グループiと隠している樹様から数樹滋主選び， (4) 式 Jとより component score を求めた結果

を Table 25 1と示すc

11 中学 tl:irえから f:~}. らオ1'1:て {í台、と 7 、で?号ーられたイlil:をよ士;絞すると， ギアム (11) ， ユーギニア

パスウット (33) ， アンペロイ (5めではお'1)(:'1まみられるが， i也の私J瀕では両者のm'[!ごブえきな;主"はみら

れないc とのことから，新たに未利mt\J極が導入されても， Case 1 で取りとげた 11 +!j 'El:偵の内，少なく

とも 1'， 1事の 7 ，;rlj:十U蕊が:}<め九れれば，そのj干]ェ余 it~['r，:!についでのおおよその títよは j í うとふができ 5 ものと

=むえられる。

i. 結論

南Pl~材の利用:@似を求めるために， ことが]10 勾ニ来当滋木材部~ iキiili1G学 )'([5 で行ってき

る実験結!誌を附いて主成分分析長行い，村そ利用する場合;ま iま l可じfití'W:をノ]立す樹磁の区分化を試み，また

その樹税反分の難易を検討したハこの場令， ~Hf:'~11l(iを変えて Case 1....C乱se 6 まで ιi凶りの分析をねい，

素材‘パノレブJlj材あるいは合板用料としての樹 f，Wiß分を行うに際して，もっとも ~l1i~tごと考えられる特れ

債の総み含~:~.あわせて検討した。 1ft.られた結果鳴子裂がJすると 9

(1) 第 3 ヒ成分までの京総苦):1'1ネは， Case 1 および Case 2 で 80形近い他会示すが， 仙の 4 Case 

で、は，í(J 60匂でやや低い。

(2) :>:ISl 主成分の蕊味づけとして，いずれの Case とも筏談窓pfはじめ 1111 げ主甘さ， かたさ浮木村の ).]11

皮に関係する特性{広の影響が大きいととがあきらかになった。ただ Case :)ゼは l民総本の関与もやや大き

い。第 2 :1成分;と対し:てノにきく関与している特性倣は各 Case で奥なり， Case 1 では木村の変形に関係

する特性11凡 Case 3 ではノ仁材の繊維形態およびノ")レノフ製造に関ずる特↑!Hìtc， Case 4 では拍 :1'，).&:分に[認す

る特性1ìi1 ， Case 6 では木村の水分 lと関する特t!t1直の影響が大きくあらわれた。 ζζで Case 2 および

Case 5 のザ\ 2 主成分;こノにきく関与する特性憾の共通;r~tをJ'!d:\ すのはやや聞主主であった。

(3) 素材としての樹種区分は Case 2 (Zl-'<九輪〕でもっともよ見好なが~;Dftがiがされたが， この場合紛

争F数は 49 であり， 61 樹穣について分析そ fJ った Ca総 1(Zr Z2 i 由)でも!1Jg極数の相迭を考燥すれば Case

2 と大文〉はなく樹灘区分与を行うことが"できるものと考えられるハ

(4) イ斗板m社 p パルプm材，ブァイノれ白ボードJ百九j(と対する樹擬区分ば?いずれの廃合でもかなり Jj長

い結楽しか得られなかった。 しかし， 6Hz!!]付に対する制限!足分は Case 1 (ZcZ~ ~rli) および Case f, 

(Zl Z2 桜1)，パルプ。Jfj材およびブマイパーボードJlH;Jに対する i付額区分は C乱se 3 (Zl..Zg 紬〕である程

度ま?は行うことができる c

(5) 利用[';分が不明@[な .~jj総がjJ:J入された場合でも， 千ギft[)]\， i!ll げヤング係数， IJt! fず強さ， 初J混合

7.l<率， 収縮巽}ilj芝， 容穣lUZí徐容~， おちとみの程j支の 7 寺保1rr初';yめられれば， (4) jたから component

score Qコ概略債を計算することができ， C乱自己 1 の第 1~ 1tI; 2 j:二成分i\iJliと対してプロットすると去により，

，ア

ミ5 心。
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G:rollp絜g of Tropkal Woods in Accordance with the 

lJtilization hy Prindpl'tl Component Aualysis 

Sadaaki OHTA (1) alld Nobuyuki KWOSHlTA (2) 

Surrnnar ラ

[n this present report‘ the 呂uthors 匤tended to 品pp[y the Princ厓al Component Analysis 

(P. C. A.) as 1'1 method for a more accura託、 estlmation and for 乳 classi五c品tion of tl'opical woods 

relat色、1 ¥.0 th巳 ιliff色rent. end use r巴quirements. At the s乱111e time, the accuracy of grouping of 

speCl巴" depend匤g on wood quality 乱nd t日e exten.t of iIlformation were ex乱I日ined Ín 乱pplicatioIl

of 1>0 C. A. 1t is cOIlvenient for prediction of the utilization of unused tropical 、!Voods for in胸

dustrial puτposes that the WGods b巴 classified into some !只 roup， graphically. 

During tll巴 last ten years, the investigations of fundamental characteristics and applied 

rεsearch巴s :for wood ﾌndustry h在、"e been carr�d out on tropkal woods. In the 乱bove investìga“ 

tions at the Wood Technology Division and t:hl、 Forest Products Ch巴mistry Dlvision (Goveτn楠

mellt For白日t Exp巴riment St呂ÜOl1， ]apan) , 1 ヲ5 var.iables were exam匤ed 1'0τ67 spedes (27 famîli日S.

47 genera) , and th巴 species were ran.kcd from 1 to '1/ in accordance. with the. value of characｭ

tedstïc目。 Al1long 195 variabl配s， 46 variables wer巴 chosen in accordance with the subject of 

this study , and P. C, /1.., was carded out on six cas 巴 s. The spedes chosen in each case were 

shown in Table 2 and variables sele.cted were shown ﾍl1 Table 3. Relativ巴 frequ己ncy o!命 specific

gravity fm-species chosen i紅白乱ch case was show刀 in Fiiミ L Generally, the speci巴s with low 

speci1祥 gr乱vity showとd h�h frequency with the exception ()f case 1 and case 4. 

The purpose of case 1 analysis was 1:0 obt:ain the group匤g of spec冾s f(lr sol禔 wood, plyｭ

wood, and pulp. The v，乱tれれげr汁一占ゴ'i乱 blメl記5自; 匤 r 巳1é乱tぱ川tり1011 to 、wood m巴ιha口íca叫1 prop巴ert“le8 ， wood d巳form，乱lt任tリim叱1, ? 

恥wo∞od drηyí加nf疋~ 1科3此r‘刀op戸己rtはie倒8 aud 

wザas s必号説imi臼lar to that of case 1, but th巴 V社主i乱bles were somewhat different from cas巴 1. ln case 

2, the var�bles 8uch as compressive strength, shearing strength and absorbed 巴nergy in impact 

b日nding assoóatεd w咜h th色 wood mechanica.l propertìes, and the vaγiable assocí乱ted wi th wood 

deformatiol1, such 乱s shrinkag巴〈す十 R) ，日nd 羽!ood gluing , curing time i11 painting were added 

to the variabl巴s in cas巴 1 晶 The purpose of cas巴 3 was [0 obtain the grouping ()f species for 

pulping maínly，旦nd thc variables in relation to fundamental ch且ract巴ristks， ana1:omical pro愉

perties (fibel' strudure) , solub匀咜y of w()od, wood chεmical composit綷n and qua江ty of pulp 

wer日記lect巴d. 1n case 4, th記 purpose was to obtain the grouping of sp日じies Ior solid wood , 

pulp and 五 ber boarcL -rhe variables of fundamental pl'operti.es of wood (mechanical, chemical 
and a主mtornical pl'operti記s) were 吉巴l巴亡ted. The purpose of case fi and case 6 was to obta匤 

the grouping of sp日cies which wer日 suìtable for plywoocl manufacture. The variables re1ated 

to the basic properties or wood 且nd to the prop日1'1:ie" of ven巴er peeling, drying ancl gluing 

W巴re sd巴cted. In c抗S巴 G ‘ Ihe variables r巴lated to water absorption wer日 added to th日 varîab岨

l巴s .ìロ C8.Se. 5。

Because the unit was different in each varìable , the analysis was based on the correlation 

Received June 1, 197G 
(1) (計百Noo<] T巳chnology Division 
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matrix that wa日 showu in Tables 6, 10, 13, 16, 20 and 21. '1'he calcul乱ted dgen vect:or w乱S

shown in T呂b!日; 7, 11 , 14, 17, 22 and 23 for ca詰e 1 to c乱se 6, resp円:tive1y. The reslllt ()f 巴ígen

V乱111日， (:ontributioll and cumulat�e coutribution for th" 五rst to the fourth pr�c�al component 

were shown in 1‘乱hle 4. The load�g f乱ctor plotted for 1 he first (:61) 註nd the second (22) 

pr�.ncipal component ()τthe 五rst (Z1) anc1 th巴t:hírd (2B) principal c(l rnpけn.ent w日re shown in 

Fì 停~， 2" 久 G ， 8, 10 札口正1 11 for 何3.ch case , n�;;pectively. 

Grouping ()f 日pecJe日 for 昂oJíd wood , pJywooô , pu1p, and fd日1附 boarc1 \vaおじ心nclucted by the 

f打llo\víng criterions. 

For 日o1id wood : 

Gnmp of high 日treng l.h specics : h刕hcr than 1,331 kg!Clll~ of moc1ulus of rupture ill static 

beηdíng， parallel to grain. Grollj) of 10w strcngth specics : ]ower than 600 kg!cm2 of l11oc[ulus 

oJ f¥lpture in st乱tk bじndi.ng ， paraIlel 1:0 grain ‘ Group of large shrinkage sp忠ci.es : largcT than 

9.9'}6 in tangential, 5.1あ.ì n rad�l directioll, frorn gr悦n 1:0 oven-dry. Group of spec�s requir-

Î0111見 dryì江g timt、; longer I:han 15.6 days, 27111m thick lumb日τLJy 日 llitahl巴 schedule with 

匤ternal Jan I:ype dry kiJn. GX'oup of "p飢え巴お、vith large drying defonnal:ion ; 1礼rjstうr than the 

grade JV , wher巴 the日、 呂peckむ、S 1N沼N巴r白 cla日自1 自〈台う光仁d_ :fro111 [区~rE乱，dc 1 (ve汀rγy 臼rnal日] 仁(10日~fonna上凶íon) to !広;(r日ιd正巴s 

VI口1 (い九Vt巴灯1ポr灯yγ 1a臼r怠ed巴ぱfり灯rm.<-1ωt〆I;ion).合 Gro伐叩tnロiロJ of 1()¥v g必.lu減之abUity iヨpecìes : 10wer than 110 kg!cm2 in hlock 

sheaτstrength ， urca resin adhesives. Groupωlow cJurability spむcícs : 1乱rger th乳nU労.ì n

W巴ight 108S, Corio[us 1'ersico[o j', JJSχ2119 1ヲ58.

For plywood: 

Group of low quality veneer s¥lrface 日peci巴日: larger than the gl ぉie of IV, where lhe 
species WCl'巴 classified irom grade 1 (high quality) to grade V (low qual�y). Group of deep 

i乱the check spec冾s : larg尽r than 4696 � ratio of lathe cb巴ck depth 1:0 veneer thi{加less 111 perｭ

ぽ11t‘ Group of sp色cies requiring long t�e in veneer dry匤g : longeτthan 6.8 m�. of 1 mm 

!hkk ycneer at 140 、C temperature. Gγoup of spec冾s larg日明farp of velleer : higher than 15.9 

Cll1 i11 stack�g hei反hl of 50 "heets dri巴cl v己r昨日r ()f 30 C111 square. Group 0:[ low 広 1u ing veneer 

species : Jower than 1.13 ir: rario of she丘r stre日記t11 i:o that ()f R巴d laLはね (Shorea 刀 egrosensis). 

For pulp: 

GroujJ of high ]Julp yíeld 日pccies : higher than 4[,% .in yield of unl>leached kraft 仰lp.

Group of high Ri児傾1111mber species : h竑her t11孔n 5.6 in 'J'appﾎ stancl乱rd T 202 0日 -.61. Group 

oﾍ low br�h tness (post じo]or number) spedes ; !ower tLan J 仏o in ul1bleach日d pulp, def1ned by 
Gierty. Sven日k Papperstidn, 48, 317, 1945. Group ()[ conspicuous pitch troublピ s1 日 cies : largεr 

tl1乱11 grade IV, whcre the s]lecíc日 were clmぜif1ed frorn grade 1 (not conspicL1ous) to grade V 

(conspicuo¥ls) 

For �er bo札rd:

心roup of low .fiber board yiとld r;pec冾s ; !o帆勺r than 78.Gル in asplund process, 

Group of l(Jvi ftber 1;oa1'<1 b巴nding strenヌ th spcc福s: !ower than :lOO kg!cm2 in non停sized

fib配r bりanl.

Thc results wetで summarÎí:ed as foUo¥Vs; 

(1) Among six cascs in this report , the highes1: value 01' cll D1 ulativ日 contribution (f1'0111 

1:11c ftrst to the th�d princ�al component) was obtained in case 1 (78.096) ‘ The cumulative 

contr兊ution of cas記 2 (7G.696) was allllost equaI jo t11at of 仁日se 1. 1n cas巳es 3, 4, 5 乱幻i口lぱd 草玖, 
vr臼\11.1閃 0ぱf 仁UllJ\吋lli以t抗tiv、V刊，市e cゴ川f

tho巴〈日:~ c、司Sf台hλ、S ， ÜH:色1 、Vγt日111口le (ο)t coω〕刀ntríbut抗Îon for the i品i.rsωt pr口J!口lcipa] COlll Pり11日nt w乱s giv巳el口1 at very low 

]eveJ 仏bout ;.lO% 1:0 40:-:ら)， hut the v乱Iue of contri.lmtion [01' the secon(! pr匤cipal compりnent
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was higher than the values in 悶se 1 and case 2, 

(2) Consid巴riη!と the ch乳racteristìcs of princ1pal component (21, 2 2, 28) in each case b:y 

th日 loading factor shown in Figs. :>.守 4 ， 6, 8, 10 and 11, 咜 was appare汁 t ¥l1at tll日、vood strength 

properties 日以 h as spedl1c gravity, YOUNG'S modulus, modulus ()f ruptur巴 � bending and 80 

forth WOU ld 1n司 llenc日 the J1r8t 1】rinci開1 component with the except卲n of c乱se :). In case 3, 
as the vaτiahles affected 1:h日告rst princ厓al compOD己n i: 1argely, speCÍ五c gravity, YOUNG'S moduIus 

in bending, shrinka広己('1' + R) , bend�g strength of fiher board aηd 活o11.1 bility content o[ wood 

were given, It might be difftcult to explain the characteristics of the i�st prindpal cOlllponent 

by the above varìables命

Tll(ぅ chara(二teristks of the second pr絜cipal componcnt w合1'e dí紅白-ent in 閉じh case. す\1e

V乱riabIεs whkh affected the 百econd. principal component il1 casε 1. were anisotropy of shrinkage 

ぐr -十一双)， volumetrﾌc shrinkage and deformati口n 01' lumber in k匀n dryin定。 These v乱ri旦bl巴日

W色re cOl1sidered tG be related 10th日 propertics of wood dεfOTtll日 tiOIl. In casc 2, anisotropy of 
shrìnkage , curing time in painting and dur百bility had a large effect on the second principal 

componcnl‘It wa s dífftcult ぬ clarify the characteristics ()f the second pr絜cipal cOffi]Joneni 

(χ2) by 1:11e above variablcs , 1n c乱se 3, the in丹ucnce of 澈ber structurc and var僘bles reJated 

1:0 jJul plng appeaτed largely on 22. 1n c品se 4, 22 seemcd to llEうお ffeded by thc solubility conｭ

tents of vvood、 Almo抗日imì1ar variables w巴re selected in case 5 and case 6. Although, 咜 was 

dillicult to expl<� the c11aracterüろtìc of Z3 in cas巴 5. 2:2 in case f� s記長èmed to be 礼ff日仁 ted by 1:h(' 

properties C() Il C己 rning t11e moistl1re con1:日 nt of wood. 

With the exception of case 4, the characterìstìι、 s ()f thεi才íÎ.rd princ1pal compo!1巴n1: could 

not be dístinguishε(1. In cas巴久 t11e third prindpal component was c:onsidered to b位 affected

bv wooc1 ce11 s tl"ucture, 

(:3) Figs, 3, 5, '1, 9, 12 and 13 show己d tﾌle results that the component scor位。f species 

exanl1n巴d wεre plotted for thc J�rst (21.) and the second (22) principal compりnent 01' tl1e flmt 

(21) and the third (23) pr絜cﾍpal compoD巴nt， and the grouping of sp邑des wh�h had almost 

the same propert�s for factors , such 自信 st:ren反th， drying prop日rties， dur丘bilíty 0]' thc 1ikc by 

th，う c fÌt巴fÌOl1S clescr�ed before, 

Co王lSideríng the groupin,g of sp目 íes in cas巴 1 ， the gl'OUp of species belonging to high 

strength gro1lp was made in the quadrant. 1 and rv, as an �d�idual group. \Vh印 the p:roｭ

p日rtìes of species belonging to the above two g:roups ぴ沈re compared with OD記 another, 日niso­

tropy of shrinkage was h竑her in spec.ies belonging to the quadrant IV than to the qu且drant

1, but voJumetric shrinkage 日nd deformation by drying were high巴r in the q uaclran t 1 than 

in thむ quadr品 11t lV，乱日 8tH円;vn III Table 8司 Especially , the dHference of pfoperties between th日

spedes be.louging to the quadrant 1 and to the quadrant IV was cvid白nt .in the de[ofln乱tíon

by dryìng‘It was evident from F刕_ 3~1 that t11e sp巴cies belonging t.o the low strength group 

showed the low durab�!ity and low gluing. In general, the grou]Jing of 昌pedes f()r each factor 

α)Dcerned to t11e soild w()od seemed 1:0 be possible pr白tty wcll. But, the follow匤g spedes which 

should be induded � t11己記τoup were not incl l1 ded, namely (38) (日pen日s No. shown in Table 

3) for high strength group, (10) , (13) , (50) for low gll1ing grou jJ, (1), (19) for large dcイ川~n1日m

tion group, (35) , (38) ー (54) for low durability gfoup, 

寸he results ()f grouping of spedes for plywood and ﾍor pu]p were shown in Fig , 3 2 and 

Fig. 3-3 rεsp伎町tively. Comparing to the gnm]ling ()f species for solid wood ‘ th.e ac仁1J r乱cy of 

grouping for plywood and puJp was gi刊n at low 1evel. In this case, in spiü芯 of deep lathe 

checl王(l f (7) , (9) , (-14) , (52) , (59) , (60) 日nd (64) , low quality of v日neer 日urface ()f (1) , (5) , 
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f行自)， (6:3) and (('ÌIi), l引v pu� yicld of (3)j (4)~ (7)~ (42)J n-:;3)ιnd (63) , l:hese ~.;!川二_lCS ¥vere not 

匤ducled 1n eaιh 日γoup. On th日 othcr h品 nd ， (7) , (4.7) 品nd (68) wどr日 included in th巴 ιroup in 

spite 0:[ small \v日rp ot veuc巴r. C工:oupjng of spじじies wh兤h would require th日 dryin長

timEλo ::t V f:、neer \v注s not diJ.l�u]t in 仁抗告e l. Fig. 3 4 cS!1Owcd the gmuphlg for 2J" 1, p1札口亡 。j

c品sc 1. T1w 札口仁uτ泊 cy of groupin日 for 訪日lkl wooc] se日med t" bと nearly equ日 1 ju th巴 ac仁u:racy

in /:J-22' 

}江口孔sc 2, t11じ .accurac ，Y" {吋 。 r S]l日じ i日s ﾎ3cerned 1u be bí~(hcr th:::tn i1.1 c 乱se 1. l'he 

difference 01' thc gruu pín立正lCCI.lraιy bctw巳cn case 1 Hnd (目別'} \V;j日以ms.ì dcn:c] to be s;nal1 , 

}陪caUBC tlle 話pecies t-lt1aly'zcd ¥̂'/cre fc".;ver in 仁 ase :2 (49 SPC{ .ic~~) thull .1n 仁品 se 1 ((i'1 specíes) 昭

L I W ilS difficult 1.0 m.a ke it 日1" 011いりf sjJcdes tor SOI1ie i 乱ctors rel乱tcC\ jo the puJp�g :such 

ns .E'.oe-nunlber , pulp -yjeld and tC<lr strcn誌th of unblc<J.chcd pulp ln príncìp品l 仁、lmponenlχ1 "-/:2, 

bul 咜 bccalllc [)O日日ib.1 c to som.c 己主 tent in principal comp什ncnt 61.... Z小 i tl (社sC' 3. Ev cn ill gl'OU p-

.IU只 10γ χ1 ヤ Z::; plane , fhe ac仁U 1'泣仁y r;f \v 品目 t 日 írlv!ow.

νi吟h日社uthon; 札口 erHpted �) group rhe ;spec冾s ior おり lid wOIJd 事 ひnlp and liber lJl)ard in c日0C

t '1'乍'he 乱( ι ur白じy 臼i 主日l引)'<リ);._はバiけIJÍ 円川}μ.~ :fo工 drχ\?吋Jペリit口i 日 tll口] も川ê'， d巴 fc

仇\.V弓a凶詰 i口1('日rly eれ工quど呂11 üリ， tb 司t. il日1 (仁一;孔t仏之討出、:~(む~ L '1'、守he f引λxüのう口 t の}バt c1 í七?日3片1:r白ibutìon り '1 :3[，υJ白cíes group、 d in h�h and 

10¥¥' grC){l ps 1 代沢日ülC ¥-V lch~r 1.h日 n that (lf d�tribution 匤 (日 se 1 anr1仁社弓e ~;~. Tn ca~w 4; 

thl' cxt 日ni り r di日tribu t:ìon of specíes 芯 rouped by the faじ tOTS .relatcd 1.() puJp�.ng v¥I'cre \Vl_ c1 C、社I1d

:.h 日 accuτHCyηf gnluping bccarne vcry low , thc 旺rぃupìng of ~;pec :ì c~ヲ fo1'仁udng t�.lne 

in p日 ìnting aud pitch I:rouble w乱s aU:c)T)Jpted , il: w日s (jjtlic.ult ¥.0 nwl、C i:i.ぉ ]'()l1 ド 1λ.'bell 111e 

くiistrìbution 1 日qごe and the iJCCUγacy 01 grou-pirIF~~ \veγ日山、mparcてl in 21 , Zè aηd in %:1.....23, thじ

.re日 ult 匤 the fonncr 呂町， Jn 己d tり be bct:tcr than that in. thc htt ぃr.

[n case ') and cピlse 6, th日 ()f Sj)l江 íc告白}[ plyvv'ood was aLtenlptcd , Jn case 6~ it 

\va~~ djf五 C \11t 10 grO¥l]J the specics whí(、 11 s!w,ved the dec]J lath吃 cl1(、c k. ).りどりi!H丸一:fact() 1'S

rciatecl j 引 plyw()od su仁 h a" VCIIl'cr Ciur f:v.入。 q ua1i ly ， ιlrYl白父 tímc ， w呂lrp 日 nd glu:'Jbility り r Vl;fl日記r ，

お pCCle;; \V t、 fQ ~~roupccì ~_.t:"::ì sb(_.i¥Vn � F�:. 1.り L、 nd Fig. J:3 fur C~(~~C 込山H:1 ("_~:S(、 t人 nS{Jc仁íÌVf、 Jy‘ !'.he 

:\ccur日 l，~y nj 誌fりuptηg wcre 10、ぷ ín bりthι孔scs.

l"ablc 2') sﾍlowed t11 む r~，;o u 1t.s of cりlJlpOncn t. scorc calculutcd b:v 日{Ua. tíOH 4 for lC¥'¥' ~/aI しll:J日出

(spcciJiじ日T丘、ァity ， Yυru.udul リ s 匤 bcmれれば， IHodu!us ()f Hl ptmT in grccn ll1oLsl'u rc 

じりntent， 乱ni.sυtrりPY of sh .r in _l.ωg仏 V引!u 日lCtnじ ilnd d日fοrrna tJ o)] of wood. by drying) 

c !lo;'正 :n .I r口 III 11 varia b.1c', in caおり L Th仁 、 a.riζJbl仁川 cho:sen sh，凡vec1 V 孔luピり[ cigcJl vcdOl 

th日 II I: h礼 t of othcr \iart í.-).hlc~3 fu_r 1". 11む li r"t and thc 日以:ond uγincipal じornuonent 、 When the 仁0 1"n

いりncnt SC(lrc calcu1ated b、1] var.í乱 ble~，乱nd 7 viui乱 bles .¥vcrc COHlpare(丸山ιdifferellむし、り r cげは1.'‘

[lOIWUL score waZi nOI: pari�ularly brge. From. thι白sc rvsultf., i t v,/Cl1Ji.d bどりotîs_ible to e゚tinl<J.1:C 

thむ utiJ.izul:�n 0.1 unusccl tropkal woods t.o 針。mc cxtC'1lt !.<) "hl日 ín t.he val LlC iA 日('Vむ n variahl日日

f(.lt. I:hem , 

A.s a conclusion f()r thc gn)¥lping (lf "p以 ie，勺 ít 沢正;J.llcd to ﾍ)u possibJ日 to gJ 川 I )J lJ:[.' ,;pccies 
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